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はじめに

『Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向けデータ複製ガイド』では、SunTM

Cluster Geographic Editionソフトウェアを使用してHitachi TrueCopyデータの複製を管
理する手順について説明します。このマニュアルは、 Sunのソフトウェアとハード
ウェアについて幅広い知識を持っている上級システム管理者を対象としています。
販売活動のガイドとしては使用しないでください。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、SolarisTMオペレーティングシ
ステム (Solaris OS)と、Sun Clusterソフトウェアとともに使用するボリュームマネー
ジャーソフトウェアに関する専門知識が必要です。

関連マニュアル
関連のある Sun Cluster Geographic Editionのトピックについては、次の表に示したマ
ニュアルを参照してください。Sun Cluster Geographic Editionのマニュアルはすべ
て、http://docs.sun.comで入手できます。

トピック マニュアル

概要 『Sun Cluster Geographic Editionの概要』

用語集 『Sun Java Enterprise System Glossary』

ハードウェア管理 各ハードウェア管理ガイド

ソフトウェアのインストール 『Sun Cluster Geographic Editionのインストール』

システム管理 『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』

『Sun Cluster Geographic Edition Sun StorEdge Availability Suite向け
データ複製ガイド』

『Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向けデータ複製
ガイド』

『Sun Cluster Geographic Edition EMC Symmetrix Remote Data
Facility向けデータ複製ガイド』

コマンドと関数のリファレンス 『Sun Cluster Geographic Editionリファレンスマニュアル』

7
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Sun Clusterの全マニュアルの一覧は、Sun Clusterソフトウェアのリリースノート
(http://docs.sun.com)に記載されています。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Cluster Geographic Edition構成のインストール、構成、ま
たは管理に使用するコマンドについて説明しています。このマニュアルは、システ
ムの停止、システムの起動、デバイスの構成など、UNIX®の基本的なコマンドや手
順については説明しません。

このような情報については、次のマニュアルを参照してください。

■ Solarisソフトウェアシステムのオンラインマニュアル
■ 使用しているシステムに付属のその他のソフトウェアマニュアル
■ Solaris OSのマニュアルページ

関連する Sun以外のWebサイトの参照
このマニュアルでは、サードパーティーのURLが参考として示されているほか、追
加の関連情報も提供されています。

注 –この文書で紹介する Sun以外のWebサイトが使用可能かどうかについては、 Sun
は責任を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用
可能な、コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけ
ではなく、Sunはいかなる責任も負いません。また、このようなサイトやリソース
上、またはこれらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使用や、そ
れらへの依存に関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立てについて
も、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、次のサービスに関する情報も提供しています。

■ マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://jp.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

はじめに
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

はじめに
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# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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Hitachi TrueCopyソフトウェアによるデー
タ複製

データ複製中、主クラスタのデータはバックアップクラスタまたは二次クラスタに
コピーされます。二次クラスタは、主クラスタから地理的に離れていてもかまいま
せん。この距離は、使用しているデータ複製製品がサポートする距離に依存しま
す。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、Hitachi TrueCopyソフトウェアによる
データ複製をサポートします。Hitachi TrueCopyソフトウェアを使用してデータの複
製を開始するためには、Hitachi TrueCopyのマニュアルによく目を通し、Hitachi
TrueCopy製品と最新のHitachi TrueCopyパッチを、使用しているシステムにインス
トールする必要があります。Hitachi TrueCopyソフトウェアのインストール方法につ
いては、Hitachi TrueCopy製品のマニュアルを参照してください。

この章では、Hitachi TrueCopyソフトウェアを使用して、データ複製を構成する手順
と管理する手順を示します。この章では、次の節について説明します。

■ 11ページの「Hitachi TrueCopy保護グループ内のデータ複製の管理」
■ 13ページの「Hitachi TrueCopyソフトウェアの初期構成」

データ複製デバイスグループを作成する方法と削除する方法については、41ページ
の「Hitachi TrueCopyデータ複製デバイスグループの管理」を参照してください。複
製のグローバルな実行時状態と詳細な実行時状態を取得する方法については、62
ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製の実行時状態の検査」を参照してください。

Hitachi TrueCopy保護グループ内のデータ複製の管理
この節では、保護グループにおけるHitachi TrueCopyデータ複製を構成する手順を要
約します。

1第 1 章
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表 1–1 Hitachi TrueCopyデータ複製の管理作業

仕事 説明

Hitachi TrueCopyソフトウェアの初期構成を
実行します。

13ページの「Hitachi TrueCopyソフトウェアの初期
構成」を参照してください。

Hitachi TrueCopyデータ複製が行えるように
構成する保護グループを作成します。

28ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを作成
および構成する (Oracle Real Application Clustersを使
用しない場合)」を参照してください。

Hitachi TrueCopyが制御するデバイスグルー
プを追加します。

42ページの「Hitachi TrueCopy保護グループにデー
タ複製デバイスグループを追加する方法」を参照し
てください。

保護グループにアプリケーションリソース
グループを追加します。

38ページの「Hitachi TrueCopy保護グループにアプ
リケーションリソースグループを追加する方法」を
参照してください。

保護グループの構成を二次クラスタに複製
します。

50ページの「Hitachi TrueCopy保護グループ構成を
二次クラスタに複製する方法」を参照してくださ
い。

設定を検証するため、構成済みのパート
ナーシップと保護グループをテストしま
す。

スイッチオーバーまたはテイクオーバーを試しに実
行し、単純な障害状況を予想したテストを実施しま
す。第 3章を参照してください。

保護グループを有効にします。 55ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを有効
にする方法」を参照してください。

複製の実行時状態を検査します。 62ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製の実行時
状態の検査」を参照してください。

障害を検出します。 65ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製を使用す
るシステムでのクラスタ障害の検出」を参照してく
ださい。

スイッチオーバーを使用してサービスを移
行します。

66ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製を使用す
るサービスをスイッチオーバーで移行する」を参照
してください。

テイクオーバーを使用してサービスを移行
します。

69ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製を使用す
るシステムでのテイクオーバーの強制実行」を参照
してください。

テイクオーバーの強制実行のあと、データ
を回復します

73ページの「Hitachi TrueCopy複製を使用するシス
テムでのクラスタへのサービスの回復」を参照して
ください。

データ複製エラーを検出し、エラーから回
復します。

85ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製エラーか
らの回復」を参照してください。
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Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向けデータ複製ガイド • 2007年 2月、Revision A12



Hitachi TrueCopyソフトウェアの初期構成
この節では、主クラスタおよび二次クラスタ上のHitachi TrueCopyソフトウェアを構
成する方法について説明します。また、Hitachi TrueCopy保護グループを作成するた
めの前提条件についても説明します。

主クラスタと二次クラスタの初期構成では、次のような作業を行います。

■ 必要な数のディスクによるHitachi TrueCopyデバイスグループ devgroup1の構成
■ VERITAS Volume Managerディスクグループ oradg1の構成
■ VERITAS Volume Managerボリューム vol1の構成
■ ファイルシステムの構成。この手順には、ファイルシステムの作成、マウントポ
イントの作成、および、/etc/vfstabファイルへのエントリの追加が含まれます

■ アプリケーションリソースグループ apprg1の作成。このリソースグループには、
HAStoragePlusリソースが含まれます

Hitachi TrueCopy Command Control Interface (CCI)を使用してデータを複製する場合
は、RAID Managerを使用する必要があります。どのバージョンを使用するべきかに
ついては、『Sun Cluster Geographic Editionのインストール』を参照してください。

注 –このモデルでは、Sun StorEdge 9970/9980 ArrayまたはHitachi Lightning 9900 Series
Storageを使用する特定のハードウェア構成を必要とします。現在サポートされてい
る Sun Cluster構成については、Sunのサポートセンターに問い合わせてください。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、Sun Clusterソフトウェアがサポートす
るハードウェア構成をサポートします。現在サポートされている Sun Cluster構成に
ついては、Sunのサポートセンターに問い合わせてください。

注意 –ストレージベースの複製を使用している場合は、複製されたボリュームを定足
数デバイスとして構成しないでください。Sun Cluster Geographic Editionソフト
ウェアは、Hitachi TrueCopy S-VOLとCommand Deviceを Sun Cluster定足数デバイス
として使用することはサポートしていません。詳細は、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware
Administration Manual for Solaris OS』の「Using Storage-Based Data Replication」を参照
してください。

主クラスタ上のHitachi TrueCopyソフトウェアに
データ複製を構成する
この節では、Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアにHitachi TrueCopyデータ複
製を構成する前に、主クラスタで実行しておく必要がある手順について説明しま
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す。各手順を例示するために、この節では d1と d2という 2つのディスク (LUN)を使
用します。これらのディスクは、apprg1というアプリケーション用のデータを保持
しているHitachi TrueCopyアレイにあります。

/etc/horcm.confファイルの構成
Hitachiディスクアレイにアクセス権を持つクラスタの各ノード上の /etc/horcm.conf

ファイルを編集して、主クラスタの共有ディスク上でHitachi TrueCopyデバイスグ
ループを構成します。ディスク d1と d2は、devgroup1というHitachi TrueCopyデバ
イスグループに属するように構成します。アプリケーション apprg1は、Hitachi
TrueCopyデバイスグループを構成したすべてのノード上で実行できます。

/etc/horcm.confファイルの構成方法の詳細は、『Sun StorEdge SE 9900 V Series
Command and Control Interface User and Reference Guide』を参照してください。

次の表に、この例で使用する/etc/horcm.confファイルの構成情報を示します。

表 1–2 主クラスタの /etc/horcm.confファイルのセクション例

dev_group dev_name port number TargetID LU number MU number

devgroup1 pair1 CL1–A 0 1

devgroup1 pair2 CL1–A 0 2

この表にある構成情報は、Hitachi TrueCopyデバイスグループ devgroup1には 2つの
ペアが含まれていることを示しています。1番目のペアは pair1で、d1ディスクにあ
ります (<CL1–A , 0, 1>という組からわかります)。2番目のペアは pair2で、d2

ディスクにあります (<CL1–A, 0, 2>という組からわかります)。ディスク d1と d2の複
製は、地理的に離れたHitachi TrueCopyアレイにあります。リモートのHitachi
TrueCopyはパートナークラスタに接続されています。

▼ Hitachi TrueCopy複製で使用するようにボリュームを構成する
Hitachi TrueCopyはVERITAS Volume Managerボリュームをサポートします。ディス
ク d1と d2にVERITAS Volume Managerボリュームを構成する必要があります。

注意 –ストレージベースの複製を使用している場合は、複製されたボリュームを定足
数デバイスとして構成しないでください。Sun Cluster Geographic Editionソフト
ウェアは、Hitachi TrueCopy S-VOLとCommand Deviceを Sun Cluster定足数デバイス
として使用することはサポートしていません。詳細は、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware
Administration Manual for Solaris OS』の「Using Storage-Based Data Replication」を参照
してください。
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cluster-parisの共有ディスクにVERITAS Volume Managerディスクグループを作成し
ます。

たとえば、vxdiskadmや vxdgなどのコマンドを使用して、ディスク d1と d2をoradg1

というVERITAS Volume Managerディスクグループの一部として構成します。

構成が完了したあと、vxdg listコマンドを使用して、このディスクグループが作成
されたことを確認します。

このコマンドで、oradg1がディスクグループとしてリストされるはずです。

VERITAS Volume Managerボリュームを作成します。

たとえば、vol1というボリュームを oradg1ディスクグループに作成します。適切な
VERITAS Volume Managerコマンド (vxassistなど)を使用して、ボリュームを構成し
てください。

▼ Hitachi TrueCopyソフトウェアが制御する Sun Clusterデバイスグ
ループを構成する方法
ストレージベースの複製を使用している場合は、複製されたボリュームを定足数デ
バイスとして構成しないでください。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェア
は、Hitachi TrueCopy S-VOLとCommand Deviceを Sun Cluster定足数デバイスとして
使用することはサポートしていません。詳細は、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware
Administration Manual for Solaris OS』の「Using Storage-Based Data Replication」を参照
してください。

前の手順で構成したVERITAS Volume Managerディスクグループを登録します。

Sun Clusterコマンド scsetupまたは scconfを使用します。

これらのコマンドについては、scsetup(1M)または scconf(1M)のマニュアルページを
参照してください。

もう一度 scsetupまたは scconfコマンドを使用して、VERITAS Volume Manager構成を
Sun Clusterソフトウェアと同期させます。

構成が完了したあと、ディスクグループが登録されていることを確認します。
# scstat -D

このコマンドの出力には、VERITAS Volume Managerディスクグループ oradg1が表示
されます。

scstatコマンドの詳細は、scstat(1M)のマニュアルページを参照してください。

1

2

3
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▼ Hitachi TrueCopy複製用に高可用性ファイルシステムを構成する
cluster-parisでファイルシステムを構成する前に、必要な Sun Clusterエン
ティティー (アプリケーションリソースグループ、デバイスグループ、マウントポイ
ントなど)がすでに構成されていることを確認します。

ストレージベースの複製を使用している場合は、複製されたボリュームを定足数デ
バイスとして構成しないでください。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェア
は、Hitachi TrueCopy S-VOLとCommand Deviceを Sun Cluster定足数デバイスとして
使用することはサポートしていません。詳細は、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware
Administration Manual for Solaris OS』の「Using Storage-Based Data Replication」を参照
してください。

コマンド行で、必要なファイルシステムを vol1ボリュームに作成します。

マウント位置などの情報を含む /etc/vfstabファイルにエントリを追加します。
ファイルシステムをローカルにマウントするかグローバルにマウントするかは、パ
フォーマンス要件や使用しているアプリケーションリソースグループの種類など、
さまざまな要因によって変わります。

注 –このファイル内の mount at bootフィールドの値は noに設定する必要がありま
す。この値を設定することによって、クラスタの起動時、ファイルシステムは二次
クラスタにマウントされないようになります。代わりに、Sun Clusterソフトウェア
と Sun Cluster Geographic Editionフレームワークは、主クラスタ上でアプリケー
ションがオンラインになる場合に HAStoragePlusリソースを使用してファイルシステ
ムをマウントします。二次クラスタにはデータをマウントしないでください。二次
クラスタにデータをマウントすると、主クラスタ上のデータは二次クラスタに複製
されなくなります。この方法以外では、主クラスタから二次クラスタへのデータ複
製は行われません。

HAStoragePlusリソースをアプリケーションリソースグループ apprg1に追加します。
このリソースをアプリケーションリソースグループに追加することによって、アプ
リケーションがオンラインになる前に、必ず、必要なファイルシステムが再マウン
トされるようになります。

HAStoragePlusリソースタイプの詳細は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理
(Solaris OS版)』を参照してください。

高可用性クラスタグローバルファイルシステムを構成する

この例では、apprg1リソースグループがすでに存在すると仮定します。

1. UNIXファイルシステム (UFS)を作成します。

phys-paris-1# newfs dev/vx/dsk/oradg1/vol1

始める前に

1

2

3

例1–1

Hitachi TrueCopyソフトウェアの初期構成

Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向けデータ複製ガイド • 2007年 2月、Revision A16



/etc/vfstabファイルに次のエントリが作成されます。

# /dev/vs/dsk/oradg1/vol1 /dev/vx/rdsk/oradg1/vol1 /mounts/sample \

ufs 2 no logging

2. HAStoragePlusリソースタイプを追加します。

phys-paris-1# scrgadm -a -j rs-hasp -g apprg1 -t SUNW.HAStoragePlus \

-x FilesystemMountPoints=/mounts/sample -x AffinityOn=TRUE \

-x GlobalDevicePaths=oradg1

二次クラスタ上のHitachi TrueCopyソフトウェア
にデータ複製を構成する
この節では、Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアにHitachi TrueCopyデータ複
製を構成する前に、二次クラスタで実行しておく必要がある手順について説明しま
す。

/etc/horcm.confファイルの構成
主クラスタで行ったのと同じように、Hitachiディスクアレイにアクセス権を持つク
ラスタの各ノード上の /etc/horcm.confファイルを編集して、二次クラスタの共有
ディスク上でHitachi TrueCopyデバイスグループを構成する必要があります。ディス
ク d1と d2は、devgroup1というHitachi TrueCopyデバイスグループに属するように
構成します。アプリケーション apprg1は、Hitachi TrueCopyデバイスグループを構成
したすべてのノード上で実行できます。

/etc/horcm.confファイルの構成方法の詳細は、『Sun StorEdge SE 9900 V Series
Command and Control Interface User and Reference Guide』を参照してください。

次の表に、この例で使用する /etc/horcm.confファイルの構成情報を示します。

表 1–3 二次クラスタの /etc/horcm.confファイルのセクションの例

dev_group dev_name port number TargetID LU number MU number

devgroup1 pair1 CL1–C 0 20

devgroup1 pair2 CL1–C 0 21

この表にある構成情報は、Hitachi TrueCopyデバイスグループ devgroup1には 2つの
ペアが含まれていることを示しています。1番目のペアは pair1で、d1ディスクにあ
ります (<CL1–C , 0, 20>という組からわかります)。2番目のペアは pair2で、d2

ディスクにあります (<CL1–C, 0, 21>という組からわかります)。

二次クラスタ上の /etc/horcm.confファイルを構成したあと、pairdisplayコマンド
を次のように使用すると、ペアの状態を表示できます。

Hitachi TrueCopyソフトウェアの初期構成
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phys-paris-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-A , 0, 1) 54321 1.. SMPL ---- ------,----- ---- -

devgroup1 pair1(R) (CL1-C , 0, 20)12345 609..SMPL ---- ------,----- ---- -

devgroup1 pair2(L) (CL1-A , 0, 2) 54321 2.. SMPL ---- ------,----- ---- -

devgroup1 pair2(R) (CL1-C , 0, 21)12345 610..SMPL ---- ------,----- ---- -

二次クラスタ上のほかのエンティティーの構成
次に、ボリュームマネージャー、Sun Clusterデバイスグループ、および高可用性ク
ラスタグローバルファイルシステムを構成する必要があります。これらのエン
ティティーを構成するには、2つの方法があります。

■ cluster-parisからボリュームマネージャー情報を複製する
■ cluster-newyorkの LUNにボリュームマネージャー構成のコピーを作成する

(VERITAS Volume Managerコマンド vxdiskadmと vxassistを使用)

これらの方法については、それぞれ、次に示す手順の中で説明します。

▼ 主クラスタからボリュームマネージャー構成情報を複製する
ストレージベースの複製を使用している場合は、複製されたボリュームを定足数デ
バイスとして構成しないでください。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェア
は、Hitachi TrueCopy S-VOLとCommand Deviceを Sun Cluster定足数デバイスとして
使用することはサポートしていません。詳細は、『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware
Administration Manual for Solaris OS』の「Using Storage-Based Data Replication」を参照
してください。

devgroup1デバイスグループの複製を開始します。
phys-paris-1# paircreate -g devgroup1 -vl -f async

phys-paris-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-A , 0, 1) 54321 1..P-VOL COPY ASYNC ,12345 609 -

devgroup1 pair1(R) (CL1-C , 0, 20)12345 609..S-VOL COPY ASYNC ,----- 1 -

devgroup1 pair2(L) (CL1-A , 0, 2) 54321 2..P-VOL COPY ASYNC ,12345 610 -

devgroup1 pair2(R) (CL1-C , 0, 21)12345 610..S-VOL COPY ASYNC ,----- 2 -

二次クラスタでペアが PAIRの状態になるまで待機します。
phys-newyork-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-C , 0, 20)12345 609..S-VOL PAIR ASYNC,-----, 1 -

devgroup1 pair1(R) (CL1-A , 0, 1) 54321 1..P-VOL PAIR ASYNC,12345, 609 -

devgroup1 pair2(L) (CL1-C , 0, 21)12345 610..S-VOL PAIR ASYNC,-----, 2 -

devgroup1 pair2(R) (CL1-A , 0, 2)54321 2..P-VOL PAIR ASYNC,12345, 610 -

始める前に

1

2

Hitachi TrueCopyソフトウェアの初期構成

Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向けデータ複製ガイド • 2007年 2月、Revision A18



pairsplitコマンドを使用して、このペアを分割します。そして、-rwオプションを
使用して、cluster-newyorkの二次ボリュームが書き込み可能であることを確認しま
す。
phys-newyork-1# pairsplit -g devgroup1 -rw

phys-newyork-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-C , 0, 20)12345 609..S-VOL SSUS ASYNC, ----- 1 -

devgroup1 pair1(R) (CL1-A , 0, 1) 54321 1..P-VOL PSUS ASYNC,12345 609 W

devgroup1 pair2(L) (CL1-C , 0,21) 12345 610..S-VOL SSUS ASYNC,----- 2 -

devgroup1 pair2(R) (CL1-A , 0, 2) 54321 2..P-VOL PSUS ASYNC,12345 610 W

VERITAS Volume Managerディスクグループ oradg1をインポートします。
phys-newyork-1# vxdg -C import oradg1

VERITAS Volume Managerディスクグループが正常にインポートされたことを確認しま
す。
phys-newyork-1# vxdg list

VERITAS Volume Managerボリュームを有効にします。
phys-newyork-1# /usr/sbin/vxrecover -g oradg1 -s -b

VERITAS Volume Managerボリュームが認識されており、有効であることを確認しま
す。
phys-newyork-1# vxprint

VERITAS Volume Managerディスクグループ oradg1を Sun Clusterに登録します。
phys-newyork-1# scconf -a -D type=vxvm, name=oradg1, \

nodelist=phys-newyork-1:phys-newyork-2

ボリュームマネージャー情報を Sun Clusterデバイスグループに同期させ、その出力
を確認します。
phys-newyork-1# scconf -c -D name=oradg1,sync

phys-newyork-1# scstat -D

phys-newyork-1の /etc/vfstabファイルにエントリを追加します。
phys-newyork-1# /dev/vx/dsk/oradg1/vol1 /dev/vx/rdsk/oradg1/vol1 \

/mounts/sample ufs 2 no logging

phys-newyork-1にマウントディレクトリを作成します。
phys-newyork-1# mkdir -p /mounts/sample

scrgadmコマンドを使用して、アプリケーションリソースグループ apprg1を作成しま
す。
phys-newyork-1# scrgadm -a -g apprg1
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apprg1に HAStoragePlusリソースを作成します。
phys-newyork-1# scrgadm -a -j rs-hasp -g apprg1 -t SUNW.HAStoragePlus \

-x FilesystemMountPoints=/mounts/sample -x AffinityOn=TRUE \

-x GlobalDevicePaths=oradg1 \

必要に応じて、アプリケーションリソースグループをオンラインにし、もう一度オ
フラインに戻すことによって、このアプリケーションリソースグループが正しく構
成されていることを確認します。
phys-newyork-1# scswitch -z -g apprg1 -h phys-newyork-1

phs-newyork-1# scswitch -F -g apprg1

ファイルシステムをマウント解除します。
phys-newyork-1# umount /mounts/sample

Sun Clusterデバイスグループをオフラインにします。
phys-newyork-1# scswitch -F -D oradg1

VERITAS Volume Managerディスクグループがデポートされたことを確認します。
phys-newyork-1# vxdg list

Hitachi TrueCopyペアを確立し直します。
phys-newyork-1# pairresync -g devgroup1

phys-newyork-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-C , 0, 20)12345 609..S-VOL PAIR ASYNC,----- 1 -

devgroup1 pair1(R) (CL1-A , 0, 1) 54321 1..P-VOL PAIR ASYNC,12345 609 W

devgroup1 pair2(L) (CL1-C , 0,21) 12345 610..S-VOL PAIR ASYNC,----- 2 -

devgroup1 pair2(R) (CL1-A , 0, 2) 54321 2..P-VOL PAIR ASYNC,12345 610 W

これで、二次クラスタの初期構成は完了しました。

▼ ボリュームマネージャー構成のコピーを作成する方法
この作業では、VERITAS Volume Managerコマンド vxdiskadmと vxassistを使用し
て、主クラスタ cluster-parisから二次クラスタ cluster-newyorkの LUNにボリュー
ムマネージャー構成をコピーします。

注 –この手順の間、デバイスグループ devgroup1は継続して SMPL状態である必要があ
ります。

ペアが SMPL状態であることを確認します。
phys-newyork-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-C , 0, 20)12345 609..SMPL ---- ------,----- ---- -
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devgroup1 pair1(R) (CL1-A , 0, 1) 54321 1..SMPL ---- ------,----- ---- -

devgroup1 pair2(L) (CL1-C , 0, 21)12345 610..SMPL ---- ------,----- ---- -

devgroup1 pair2(R) (CL1-A, 0, 2) 54321 2..SMPL ---- ------,----- ---- -

cluster-parisの共有ディスクにVERITAS Volume Managerディスクグループを作成し
ます。
たとえば、vxdiskadmや vxdgなどのコマンドを使用して、ディスク d1と d2をoradg1

というVERITAS Volume Managerディスクグループの一部として構成します。

構成が完了したあと、vxdg listコマンドを使用して、このディスクグループが作成
されたことを確認します。
このコマンドで、oradg1がディスクグループとしてリストされるはずです。

VERITAS Volume Managerボリュームを作成します。
たとえば、vol1というボリュームを oradg1ディスクグループに作成します。適切な
VERITAS Volume Managerコマンド (vxassistなど)を使用して、ボリュームを構成し
てください。

VERITAS Volume Managerディスクグループをインポートします。
phys-newyork-1# vxdg -C import oradg1

VERITAS Volume Managerディスクグループが正常にインポートされたことを確認しま
す。
phys-newyork-1# vxdg list

VERITAS Volume Managerボリュームを有効にします。
phys-newyork-1# /usr/sbin/vxrecover -g oradg1 -s -b

VERITAS Volume Managerボリュームが認識されており、有効であることを確認しま
す。
phys-newyork-1# vxprint

VERITAS Volume Managerディスクグループ oradg1を Sun Clusterに登録します。
phys-newyork-1# scconf -a -D type=vxvm, name=oradg1, \

nodelist=phys-newyork-1:phys-newyork-2

VERITAS Volume Manager情報を Sun Clusterデバイスグループに同期させ、その出力を
確認します。
phys-newyork-1# scconf -c -D name=oradg1, sync

phys-newyork-1# scstat -D

UNIXファイルシステムを作成します。
phys-newyork-1# newfs dev/vx/dsk/oradg1/vol1
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phys-newyork-1の /etc/vfstabファイルにエントリを追加します。
phys-newyork-1# /dev/vx/dsk/oradg1/vol1 /dev/vx/rdsk/oradg1/vol1 /mounts/sample \

ufs 2 no logging

phys-newyork-1にマウントディレクトリを作成します。
phys-newyork-1# mkdir -p /mounts/sample

scrgadmコマンドを使用して、アプリケーションリソースグループ apprg1を作成しま
す。
phys-newyork-1# scrgadm -a -g apprg1

apprg1に HAStoragePlusリソースを作成します。
phys-newyork-1# scrgadm -a -j rs-hasp -g apprg1 -t SUNW.HAStoragePlus \

-x FilesystemMountPoints=/mounts/sample -x AffinityOn=TRUE \

-x GlobalDevicePaths=oradg1 \

必要に応じて、アプリケーションリソースグループをオンラインにし、もう一度オ
フラインに戻すことによって、このアプリケーションリソースグループが正しく構
成されていることを確認します。
phys-newyork-1# scswitch -z -g apprg1 -h phys-newyork-1

phs-newyork-1# scswitch -F -g apprg1

ファイルシステムをマウント解除します。
phys-newyork-1# umount /mounts/sample

Sun Clusterデバイスグループをオフラインにします。
phys-newyork-1# scswitch -F -D oradg1

VERITAS Volume Managerディスクグループがデポートされたことを確認します。
phys-newyork-1# vxdg list

ペアがまだ SMPL状態であることを確認します。
phys-newyork-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-C , 0, 20)12345 609..SMPL ---- ------,----- ---- -

devgroup1 pair1(R) (CL1-A , 0, 1) 54321 1..SMPL ---- ------,----- ---- -

devgroup1 pair2(L) (CL1-C , 0, 21)12345 610..SMPL ---- ------,----- ---- -

devgroup1 pair2(R) (CL1-A, 0, 2) 54321 2..SMPL ---- ------,----- ---- -
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Hitachi TrueCopy保護グループの管理

この章では、Hitachi TrueCopyソフトウェアを使用して、データ複製を構成する手順
と管理する手順を示します。この章では、次の節について説明します。

■ 23ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを作成する方法」
■ 27ページの「Hitachi TrueCopy保護グループの作成、変更、検証、および削除」
■ 38ページの「Hitachi TrueCopyアプリケーションリソースグループの管理」
■ 41ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製デバイスグループの管理」
■ 50ページの「Hitachi TrueCopy保護グループ構成をを二次クラスタに複製する」
■ 52ページの「Hitachi TrueCopy保護グループの有効化」
■ 57ページの「Hitachi TrueCopy保護グループの無効化」
■ 61ページの「Hitachi TrueCopy保護グループの再同期」
■ 62ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製の実行時状態の検査」

Hitachi TrueCopy保護グループを作成する方法
保護グループを作成する前に、次のどちらかの方法を検討してください。

■ アプリケーションをオフラインにしてから、保護グループを作成します。

もっとも簡単な方法です。単一のコマンドで、一方のクラスタ上に保護グループ
を作成し、他方のクラスタ上の情報を取得し、その後保護グループを有効にしま
す。ただし、処理が完了するまで保護グループがオンラインにならないため、ア
プリケーションリソースグループを保護グループに追加するときには、アプリ
ケーションリソースグループをオフラインにする必要があります。

■ アプリケーションがオンラインの間に保護グループを作成します。

この方法では、アプリケーションを停止せずに保護グループを作成できますが、
複数のコマンドを実行する必要があります。

これ以降の節では、各方法の手順について説明します。

2第 2 章
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アプリケーションがオフラインの間に保護グルー
プを作成
アプリケーションリソースグループがオフラインの間に保護グループを作成するに
は、次の手順を実行します。

■ クラスタノード上で保護グループを作成します。

詳細は、28ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを作成および構成する
(Oracle Real Application Clustersを使用しない場合)」を参照してください。

■ この保護グループにデータ複製デバイスグループを追加します。

詳細は、42ページの「Hitachi TrueCopy保護グループにデータ複製デバイスグ
ループを追加する方法」を参照してください。

■ アプリケーションリソースグループをオフラインにします。

■ 保護グループにアプリケーションリソースグループを追加します。

詳細は、38ページの「Hitachi TrueCopy保護グループにアプリケーションリソー
スグループを追加する方法」を参照してください。

■ 他方のクラスタで、保護グループ構成を取得します。

詳細は、50ページの「Hitachi TrueCopy保護グループ構成を二次クラスタに複製
する方法」を参照してください。

■ どちらか一方のクラスタから、保護グループをグローバルに起動します。

詳細は、55ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを有効にする方法」を参照
してください。

アプリケーションがオンラインの間に保護グルー
プを作成
アプリケーションをオフラインにすることなく新しい保護グループに既存のアプリ
ケーションリソースグループを追加するには、アプリケーションリソースグループ
がオンライン状態にあるクラスタで次の手順を実行します。

■ クラスタノード上で保護グループを作成します。

詳細は、28ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを作成および構成する
(Oracle Real Application Clustersを使用しない場合)」を参照してください。

■ この保護グループにデータ複製デバイスグループを追加します。

詳細は、42ページの「Hitachi TrueCopy保護グループにデータ複製デバイスグ
ループを追加する方法」を参照してください。

■ 保護グループをローカルに起動します。

Hitachi TrueCopy保護グループを作成する方法
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詳細は、55ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを有効にする方法」を参照
してください。

■ 保護グループにアプリケーションリソースグループを追加します。

詳細は、38ページの「Hitachi TrueCopy保護グループにアプリケーションリソー
スグループを追加する方法」を参照してください。

他方のクラスタで、次の手順を実行します。

■ 保護グループ構成を検出します。

詳細は、50ページの「Hitachi TrueCopy保護グループ構成を二次クラスタに複製
する方法」を参照してください。

■ 保護グループをローカルに有効にします。

詳細は、55ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを有効にする方法」を参照
してください。

例 2–1 アプリケーションがオンラインの間にHitachi TrueCopy保護グループを作成する

この例では、アプリケーションをオフラインにせずに保護グループを作成します。

この例では、cluster-parisクラスタ上で apprg1リソースグループがオンライン状態
にあります。

1. cluster-paris上に保護グループを作成します。

phys-paris-1# geopg create -d truecopy -p Nodelist=phys-paris-1,phys-paris-2 \

-o Primary -s paris-newyork-ps tcpg

Protection group "tcpg" has been successfully created

2. デバイスグループ tcdgを保護グループに追加します。

phys-paris-1# geopg add-device-group -p fence_level=async tcdg tcpg

3. 保護グループをローカルに有効にします。

phys-paris-1# geopg start -e local tcpg

Processing operation.... this may take a while....

Protection group "tcpg" successfully started.

4. 保護グループにすでにオンライン状態のアプリケーションリソースグループを追
加します。

phys-paris-1# geopg add-resource-group apprg1 tcpg

Following resource groups were successfully inserted:

"apprg1"

5. アプリケーションリソースグループが正常に追加されたことを確認します。

Hitachi TrueCopy保護グループを作成する方法
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例 2–1 アプリケーションがオンラインの間にHitachi TrueCopy保護グループを作成する
(続き)

phys-paris-1# geoadm status

Cluster: cluster-paris

Partnership "paris-newyork-ps" : OK

Partner clusters : newyork

Synchronization : OK

ICRM Connection : OK

Heartbeat "hb_cluster-paris~cluster-newyork" monitoring \

"paris-newyork-ps" OK

Plug-in "ping-plugin" : Inactive

Plug-in "tcp_udp_plugin" : OK

Protection group "tcpg" : Degraded

Partnership : paris-newyork-ps

Synchronization : OK

Cluster cluster-paris : Degraded

Role : Primary

Configuration : OK

Data replication : Degraded

Resource groups : OK

Cluster cluster-newyork : Unknown

Role : Unknown

Configuration : Unknown

Data Replication : Unknown

Resource Groups : Unknown

6. パートナークラスタ側のノードの 1つで保護グループを取得します。

phys-newyork-1# geopg get -s paris-newyork-ps tcpg

Protection group "tcpg" has been successfully created.

7. パートナークラスタで、保護グループをローカルに有効にします。

phys-newyork-1# geopg start -e local tcpg

Processing operation.... this may take a while....

Protection group "tcpg" successfully started.

8. 保護グループが正常に作成され有効になっていることを確認します。
cluster-parisで geoadm statusコマンドを実行すると、次のように出力されま
す。

phys-paris-1# geoadm status

Cluster: cluster-paris

Hitachi TrueCopy保護グループを作成する方法
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例 2–1 アプリケーションがオンラインの間にHitachi TrueCopy保護グループを作成する
(続き)

Partnership "paris-newyork-ps" : OK

Partner clusters : newyork

Synchronization : OK

ICRM Connection : OK

Heartbeat "hb_cluster-paris~cluster-newyork" monitoring \

"paris-newyork-ps": OK

Plug-in "ping-plugin" : Inactive

Plug-in "tcp_udp_plugin" : OK

Protection group "tcpg" : Degraded

Partnership : paris-newyork-ps

Synchronization : OK

Cluster cluster-paris : Degraded

Role : Primary

Configuration : OK

Data replication : Degraded

Resource groups : OK

Cluster cluster-newyork : Degraded

Role : Secondary

Configuration : OK

Data Replication : Degraded

Resource Groups : OK

Hitachi TrueCopy保護グループの作成、変更、検証、およ
び削除

この節では、次の作業の手順について説明します。

■ 28ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを作成および構成する (Oracle Real
Application Clustersを使用しない場合)」

■ 30ページの「Oracle Real Application Clustersの保護グループを作成する」
■ 34ページの「データ複製サブシステムを使用してデバイスグループを検証す
る」

■ 34ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを変更する方法」
■ 35ページの「Hitachi TrueCopy保護グループの検証」
■ 36ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを削除する方法」

Hitachi TrueCopy保護グループの作成、変更、検証、および削除
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注 –データ複製をともなわない保護グループも作成できます。データ複製サブシステ
ムを使用しない保護グループを作成するには、geopgコマンドを使用するときに、-d

datareplicationtypeオプションを省略します。geoadm statusコマンドを実行すると、
こうした保護グループの状態は「Degraded」と表示されます。

詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の「データ複製を必要と
しない保護グループの作成」を参照してください。

▼ Hitachi TrueCopy保護グループを作成および構成す
る (Oracle Real Application Clustersを使用しない場
合)
このタスクの手順を使用して、Hitachi TrueCopy保護グループを作成し、構成しま
す。Oracle Real Application Clustersを使用する場合は、30ページの「Oracle Real
Application Clustersの保護グループを作成する」を参照してください。

保護グループを作成するには、次の条件が満たされているかをまず確認する必要が
あります。

■ ローカルクラスタがパートナーシップのメンバーである。
■ 既存の保護グループとこれから作成する保護グループが重複しない。

注 –保護グループ名は Sun Cluster Geographic Editionのグローバルネームスペース内で
一意です。同じシステム上にパートナーシップが 2つ存在する場合、これらに同じ
保護グループ名を付けることはできません。

保護グループの既存の構成は、リモートクラスタからローカルクラスタに複製する
こともできます。詳細は、50ページの「Hitachi TrueCopy保護グループ構成をを二
次クラスタに複製する」を参照してください。

クラスタノードの 1つにログインします。

この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

始める前に
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geopg createコマンドを実行して新しい保護グループを作成します。

このコマンドを実行すると、ローカルクラスタのすべてのノードに、保護グループ
が 1つずつ作成されます。
# geopg create -s partnershipname -o localrole -d truecopy [-p property [-p...]] \

protectiongroupname

-s partnershipname パートナーシップの名前を指定します。

-o localrole この保護グループのローカルクラスタでの役割を指定します
(primaryまたは secondary)。

-d truecopy Hitachi TrueCopyソフトウェアを使用して保護グループのデー
タを複製するように指定します。

-p propertysetting 保護グループのプロパティーを指定します。

次のプロパティーを指定できます。
■ Description –保護グループについて説明する。
■ Timeout –保護グループのタイムアウト間隔を秒単位で指
定する。

■ Nodelist –複製サブシステムの主クラスタになりえるマシ
ンのホスト名を表示する。

■ Cluster_dgs –データが書き込まれるデバイスグループを
表示する。

設定できるプロパティーの詳細は、『Sun Cluster Geographic
Editionのシステム管理』の付録A「Sun Cluster Geographic
Editionの標準プロパティー」を参照してください。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでサポートされる名前と値の詳細は、
『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の付録 B「Sun Cluster Geographic
Editionエンティティーに使用できる名前と値」を参照してください。

geopgコマンドの詳細は、geopg(1M)のマニュアルページを参照してください。

Hitachi TrueCopy保護グループを作成して構成する

この例では、主クラスタとして設定された cluster-parisにHitachi TrueCopy保護グ
ループを作成します。

# geopg create -s paris-newyork-ps -o primary -d truecopy \

-p Nodelist=phys-paris-1,phys-paris-2 tcpg

2

例2–2
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オンラインのアプリケーションリソースグループにHitachi TrueCopy保
護グループを作成する

この例では、現在 cluster-newyorkでオンラインになっているアプリケーションリ
ソースグループ resourcegroup1にHitachi TrueCopy保護グループ tcpgを作成しま
す。

1. アプリケーションリソースグループを持たない保護グループを作成します。

# geopg create -s paris-newyork-ps -o primary -d truecopy \

-p nodelist=phys-paris-1,phys-paris-2 tcpg

2. 保護グループを有効にします。

# geopg start -e local tcpg

3. アプリケーションリソースグループを追加します。

# geopg add-resource-group resourcegroup1 tcpg

▼ Oracle Real Application Clustersの保護グループを作
成する
Oracle Real Application Clustersの保護グループを作成する前に、次の条件が満たされ
ていることを確認する必要があります。

■ 保護グループのノードリストがOracle Real Application Clustersフレームワークリ
ソースグループのノードグループと同じである必要があります。

■ 一方のクラスタでOracle Real Application Clustersを実行しているノード数が他方の
クラスタと異なる場合は、両方のクラスタのすべてのノードに同じリソースグ
ループが定義されていることを確認します。

■ すべてのOracle Real Application Clustersサーバーリソースグループとすべての
Oracle Real Application Clustersリスナーリソースグループが同じ保護グループに属
している必要があります。

■ クラスタボリュームマネージャーを使用してデータを管理している場合は、
cluster_dgsプロパティー内のほかのデータボリュームにクラスタボリュームマ
ネージャーのディスクグループおよび Sun Clusterデバイスグループを指定する必
要があります。

クラスタおよびクラスタボリュームマネージャーを再起動すると、Oracle Real
Application Clustersフレームワークはクラスタが停止する前にすでにインポートされ
ていたすべてのクラスタマネージャーデバイスグループをインポートしようとしま
す。このため、デバイスグループを主クラスタにインポートしようとすると、失敗
します。

例2–3

始める前に
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主クラスタ上のクラスタノードの 1つにログインします。
この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

geopg createコマンドを使用して、クラスタボリュームマネージャーディスクグ
ループで新しい保護グループを作成します。

このコマンドを実行すると、ローカルクラスタのすべてのノードに、保護グループ
が 1つずつ作成されます。
# geopg create -s partnershipname -o localrole -d truecopy [-p property [-p...]] \

protectiongroupname

-s partnershipname パートナーシップの名前を指定します。

-o localrole ローカルクラスタ上でこの保護グループに primaryという
ロールを指定します。

-d truecopy Hitachi TrueCopyソフトウェアを使用して保護グループのデー
タを複製するように指定します。

-p propertysetting 保護グループのプロパティーを指定します。

次のプロパティーを指定できます。
■ Description –保護グループについて説明する。
■ Timeout –保護グループのタイムアウト間隔を秒単位で指
定する。

■ Nodelist –複製サブシステムの主クラスタになりえるマシ
ンのホスト名を表示する。

■ Cluster_dgs –データが書き込まれるクラスタボリューム
マネージャーのディスクグループを指定する。

設定できるプロパティーの詳細は、『Sun Cluster Geographic
Editionのシステム管理』の付録A「Sun Cluster Geographic
Editionの標準プロパティー」を参照してください。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでサポートされる名前と値の詳細は、
『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の付録 B「Sun Cluster Geographic
Editionエンティティーに使用できる名前と値」を参照してください。

geopgコマンドの詳細は、geopg(1M)のマニュアルページを参照してください。
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Hitachi TrueCopyデバイスグループを保護グループに追加します。
# geopg add-device-group [-p property [-p...]] \

protectiongroupname

-p propertysetting 保護グループのプロパティーを指定します。

ディスクデバイスグループによって使用されるフェンスレベ
ルを定義する Fence_levelプロパティーを指定できます。
フェンスレベルにより、そのディスクデバイスグループの主
ボリュームおよび二次ボリューム間での整合性のレベルが決
定されます。これを neverに設定する必要があります。

注意 –主クラスタにおけるアプリケーション停止を防ぐには、
Fence_levelを neverまたは asyncに指定します。Fence_level

パラメータが neverまたは asyncに設定されていないと、二
次サイトが停止する際にデータ複製が正しく行われない可能
性があります。

neverの Fence_levelを指定した場合、テイクオーバーを実行
したあと、データ複製ロールが変わりません。

dataと statusは、特殊な状況下で必要になる場合があるた
め、Fence_levelパラメータがこれらの値に設定されないよう
にするプログラムは使用しないでください。

dataまたは statusの Fence_levelを使用する特別なニーズが
ある場合は、ご購入先に問い合わせてください。

設定できるプロパティーの詳細は、『Sun Cluster Geographic
Editionのシステム管理』の付録A「Sun Cluster Geographic
Editionの標準プロパティー」を参照してください。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

Oracle Real Application Clustersフレームワークリソースグループ、すべてのOracle Real
Application Clustersサーバーリソースグループ、すべてのOracle Real Application
Clustersリスナーリソースグループを保護グループに追加します。
# geopg add-resource-group resourcegroup protectiongroupname

resourcegroup 保護グループに追加する、または保護グループから削除する
リソースグループをコンマで区切って指定します。指定した
リソースグループはすでに定義されている必要があります。

リソースグループを追加する前に、保護グループはオンライ
ンである必要があります。geopg add-resource-groupコマン
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ドが失敗するのは、保護グループがオフラインであり、追加
されるリソースグループがオンラインである場合です。

注 –リソースグループを追加する時点で保護グループがすで
に起動されている場合、リソースグループは管理されないま
まになります。geopg startコマンドを実行して、手動でリ
ソースグループを起動する必要があります。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

Oracle Real Application Clustersの保護グループの作成

この例では、Oracle Real Application Clustersおよびクラスタボリュームマネージャー
を使用する保護グループ pg1を作成します。

クラスタボリュームマネージャーのディスクグループ oracle-dgは、Hitachi
TrueCopyデバイスグループ VG01によって複製されるデータを制御します。Oracle
Real Application Clustersフレームワークリソースグループのノードリストは、クラス
タのすべてのノードに設定されています。

1. クラスタボリュームマネージャーのディスクグループ oracle-dgを使用して、主
クラスタに保護グループを作成します。

# geopg create -s pts1 -o PRIMARY -d Truecopy -p cluster_dgs=oracle-dg pg1

Protection group "pg1" successfully created.

2. Hitachi TrueCopyデバイスグループ VG01を保護グループ pg1に追加します。

# geopg add-device-group --property fence_level=never VG01 pg1

Device group "VG01" successfully added to the protection group "pg1".

3. Oracle Real Application Clustersフレームワークリソースグループ rac-framework-rg

、すべてのOracle Real Application Clustersサーバーリソースグループ、およびすべ
てのOracle Real Application Clustersリスナーリソースグループを保護グループに追
加します。

# geopg add-resource-group rac-framework-rg,rac-server-rg1,\

rac-listener-rg1,rac-server-rg2,rac-listener-rg2 pg1
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データ複製サブシステムを使用してデバイスグ
ループを検証する
保護グループを作成する前に、データ複製層は horcmdデーモンが動作しているかど
うかを検証します。

データ複製層は、horcmdデーモンが少なくとも、Nodelistプロパティーで指定され
ているノードの 1つで動作しているかどうかを検証します。horcmdデーモンについ
ての詳細は、『Sun StorEdge SE 9900 V Series Command and Control Interface User and
Reference Guide』を参照してください。

Cluster_dgsプロパティーが指定されている場合、データ複製層は、指定されたデバ
イスグループが有効な Sun Clusterデバイスグループであるかどうかを確認します。
データ複製層はまた、そのデバイスグループが有効な種類であるかどうかも確認し
ます。

注 – Cluster_dgsプロパティーに指定されたデバイスグループへの書き込みは、保護
グループに属するアプリケーションだけに限定する必要があります。このプロパ
ティーには、保護グループ外のアプリケーションから情報を受信するデバイスグ
ループを指定しないでください。

Sun Clusterリソースグループは、保護グループの作成時に自動的に作成されます。

このリソースグループ内のこのリソースは、データ複製を監視します。Hitachi
TrueCopyデータ複製リソースグループの名前は、rg-tc-protectiongroupnameです。

注意 –このように自動的に作成される複製リソースグループは、Sun Cluster
Geographic Edition内部実装専用です。Sun Clusterコマンドを使用してこれらのリ
ソースグループを変更する場合は注意してください。

▼ Hitachi TrueCopy保護グループを変更する方法
保護グループの構成を変更する前に、変更する保護グループがローカルに存在して
いることを確認します。

クラスタノードの 1つにログインします。
この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

始める前に
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保護グループの構成を変更します。

このコマンドは、ローカルクラスタ上の全ノードの保護グループのプロパティーを
変更します。パートナークラスタ上に同じ名前の保護グループが含まれている場
合、このコマンドは、パートナークラスタにも新しい構成情報を伝達します。
# geopg set-prop -p property [-p...] \

protectiongroupname

-p propertysetting 保護グループのプロパティーを指定します。

設定できるプロパティーの詳細は、『Sun Cluster Geographic
Editionのシステム管理』の付録A「Sun Cluster Geographic
Editionの標準プロパティー」を参照してください。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでサポートされる名前と値の詳細は、
『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の付録 B「Sun Cluster Geographic
Editionエンティティーに使用できる名前と値」を参照してください。

geopgコマンドの詳細は、geopg(1M)のマニュアルページを参照してください。

保護グループの構成の変更

この例では、例 2–2で作成した保護グループの Timeoutプロパティーを変更します。

# geopg set-prop -p Timeout=400 tcpg

Hitachi TrueCopy保護グループの検証
保護グループの検証中、Hitachi TrueCopyデータ複製サブシステムは次の検証を行い
ます。

■ horcmdデーモンが保護グループの Nodelistプロパティーで指定された 1つ以上の
ノードで動作しています。データ複製層はまた、horcmdデーモンが動作している
ノードからHitachi TrueCopyストレージデバイスへのパスが存在するかどうかも
確認します。

horcmdデーモンについての詳細は、『Sun StorEdge SE 9900 V Series Command and
Control Interface User and Reference Guide』を参照してください。

■ 指定されたデバイスグループは、Cluster_dgsプロパティーが指定されている場
合に有効な Sun ClusterデバイスグループまたはCVMデバイスグループです。
データ複製層はまた、そのデバイスグループが有効な種類であるかどうかも確認
します。

■ プロパティーは、保護グループに追加されたHitachi TrueCopyデバイスグループ
ごとに有効になります。

2
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geoadm statusの出力で保護グループの Configuration状態が Errorと表示された場
合、geopg validateコマンドを使用して構成を検証できます。このコマンドは、保
護グループとそのエンティティーの現在の状態を検査します。

保護グループとそのエンティティーが有効であれば、保護グループの Configuration

状態は OKに設定されます。構成ファイル内にエラーが見つかると、geopg validate

コマンドはそのエラーについてのメッセージを表示し、構成はエラー状態にとどま
ります。この場合、ユーザーは構成内のエラーを修正し、geopg validateコマンド
をもう一度実行できます。

▼ Hitachi TrueCopy保護グループを検証する方法
検証する保護グループがローカルに存在し、共通エージェントコンテナがパート
ナーシップの両方のクラスタのすべてのノードでオンラインになっていることを確
認します。

クラスタノードの 1つにログインします。
この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

保護グループの構成を検証します。

このコマンドで検証されるのは、ローカルクラスタ上の保護グループの構成だけで
す。パートナークラスタ上の保護グループ構成を検証するには、次のコマンドを
パートナークラスタでもう一度実行します。
# geopg validate protectiongroupname

protectiongroupname 単一の保護グループを識別する一意の名前を指定します

保護グループの構成の検証

この例では、保護グループを検証します。

# geopg validate tcpg

▼ Hitachi TrueCopy保護グループを削除する方法
保護グループをすべての場所から削除する場合、保護グループが存在する各クラス
タで、geopg deleteコマンドを実行する必要があります。

保護グループを削除するには、次の条件が満たされているかをまず確認する必要が
あります。

始める前に
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■ 削除する保護グループがローカルに存在する。
■ ローカルクラスタ上で保護グループがオフラインになっている。

注 –保護グループの削除中にアプリケーションリソースグループをオンライン状態に
保持するには、保護グループからアプリケーションリソースグループを除去する必
要があります。この手順の例は、例 2–8と例 2–10を参照してください。

主クラスタ上のノードの 1つにログインします。
この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

保護グループを削除します。

このコマンドは、ローカルクラスタから保護グループの構成を削除します。このコ
マンドはまた、保護グループの各Hitachi TrueCopyデバイスグループの複製リソース
グループも除去します。このコマンドは、Hitachi TrueCopyデバイスグループのペア
の状態は変更しません。
# geopg delete protectiongroupname

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します

二次クラスタ上の保護グループを削除する場合は、手順 1と手順 2を
cluster-newyorkで繰り返します。

保護グループの削除

この例では、両方のパートナークラスタから保護グループを削除します。

cluster-parisは主クラスタです。クラスタ構成の例を確認するには、『Sun Cluster
Geographic Editionのシステム管理』の「Sun Cluster Geographic Editionクラスタ構成
の例」を参照してください。

# rlogin phys-paris-1 -l root

phys-paris-1# geopg delete tcpg

# rlogin phys-newyork-1 -l root

phys-newyork-1# geopg delete tcpg
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アプリケーションリソースグループをオンラインにしたままHitachi
TrueCopy保護グループを削除する

この例では、2つのアプリケーションリソースグループ (apprg1と apprg2)をオンラ
インにしたまま、これらの保護グループ tcpgを削除します。保護グループからアプ
リケーションリソースグループを除去し、続いて保護グループを削除します。

# geopg remove-resource-group apprg1,apprg2 tcpg

# geopg stop -e global tcpg

# geopg delete tcpg

Hitachi TrueCopyアプリケーションリソースグループの管
理

アプリケーションを高可用化するには、そのアプリケーションをアプリケーション
リソースグループ内でリソースとして管理する必要があります。

主クラスタ上のアプリケーションリソースグループ用として構成するエン
ティティー (アプリケーションリソース、インストール、アプリケーション構成
ファイル、リソースグループなど)は、すべて二次クラスタにも複製する必要があり
ます。リソースグループ名は、両方のクラスタで同じにする必要があります。ま
た、アプリケーションリソースが使用するデータは、二次クラスタに複製する必要
があります。

この節では、次の作業について説明します。

■ 38ページの「Hitachi TrueCopy保護グループにアプリケーションリソースグルー
プを追加する方法」

■ 40ページの「Hitachi TrueCopy保護グループからアプリケーションリソースグ
ループを削除する方法」

▼ Hitachi TrueCopy保護グループにアプリケーション
リソースグループを追加する方法
既存のリソースグループは、保護グループのアプリケーションリソースグループの
リストに追加できます。保護グループにアプリケーションリソースグループを追加
する前に、次の条件が満たされていることを確認してください。

■ 保護グループが定義されている。
■ 追加するリソースグループが両方のクラスタで存在しており、適切な状態にあ
る。
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■ リソースグループの Auto_start_on_new_clusterプロパティーが Falseに設定され
ている。このプロパティーは、scrgadmコマンドを使用して表示できます。

# scrgadm -pvv -g apprg | grep Auto_start_on_new_cluster

Auto_start_on_new_clusterプロパティーを Falseに設定することにより、Sun
Clusterリソースグループマネージャーが保護グループで自動的にリソースグルー
プを起動するのを防ぐことができます。このため、Sun Cluster Geographic Edition
ソフトウェアは再起動後にリモートクラスタと通信して、リモートクラスタが確
実に起動して、そのリソースグループの二次クラスタとなるようにします。Sun
Cluster Geographic Editionソフトウェアは、主クラスタではリソースグループを自
動的に起動しません。

アプリケーションリソースグループは、保護グループが有効なときに主クラスタ
でのみオンラインにするようにしてください。

次のように、Auto_start_on_new_clusterプロパティーを Falseに設定します。

scrgadm -c -g apprg1 -y Auto_start_on_new_cluster=False

■ アプリケーションリソースグループは、この保護グループ外のリソースグループ
およびリソースと依存関係があってはいけません。依存関係を共有する複数のア
プリケーションリソースグループを追加するには、それらのアプリケーションリ
ソースグループを単一の操作で保護グループに追加する必要があります。アプリ
ケーションリソースグループを個別に追加した場合、その処理は失敗します。

保護グループは有効でも無効でもかまいません。また、リソースグループは Online

または Unmanagedのどちらでもかまいません。

保護グループの構成が変更されたあと、リソースグループが Unmanagedで保護グルー
プが Activeの場合、保護グループのローカル状態は Degradedになります。

追加するリソースグループが Onlineで保護グループが無効である場合、要求は拒否
されます。有効なリソースグループを追加する前に、保護グループを有効にする必
要があります。

クラスタノードの 1つにログインします。
この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。
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保護グループにアプリケーションリソースグループを追加します。

このコマンドは、ローカルクラスタ上の保護グループにアプリケーションリソース
グループを追加します。このコマンドは次に、パートナークラスタに同じ名前の保
護グループが含まれている場合、新しい構成情報をパートナークラスタに伝達しま
す。
# geopg add-resource-group resourcegrouplist protectiongroup

resourcegrouplist アプリケーションリソースグループの名前を指定します。

リソースグループは、コンマで区切って複数指定できます。

protectiongroup 保護グループの名前を指定します。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでサポートされる名前と値の詳細は、
『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の付録 B「Sun Cluster Geographic
Editionエンティティーに使用できる名前と値」を参照してください。

ローカルクラスタで追加操作が失敗した場合、保護グループの構成は変更されませ
ん。成功した場合、Configuration状態はローカルクラスタで OKに設定されます。

ローカルクラスタの Configuration状態が OKになっていても、パートナークラスタ
上で追加操作に失敗した場合、パートナークラスタの Configuration状態は Errorに
設定されます。

保護グループに追加されたアプリケーションリソースグループは、保護グループの
エンティティーとして管理されます。この結果、このアプリケーションリソースグ
ループは、保護グループの起動、停止、スイッチオーバー、テイクオーバーなどの
操作の影響を受けます。

保護グループへのアプリケーションリソースグループの追加

この例では、2つのアプリケーションリソースグループ apprg1と apprg2を tcpgに追
加します。

# geopg add-resource-group apprg1,apprg2 tcpg

▼ Hitachi TrueCopy保護グループからアプリケー
ションリソースグループを削除する方法
アプリケーションリソースグループの状態または内容を変更することなく、保護グ
ループからアプリケーションリソースグループを削除できます。

次の条件が満たされているか確認します。

■ 保護グループがローカルクラスタで定義されている。

2
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■ 削除するリソースグループが、保護グループのアプリケーションリソースグルー
プに属している。たとえば、データ複製管理エンティティーに属するリソースグ
ループは除去できません。

クラスタノードの 1つにログインします。
この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

保護グループからアプリケーションリソースグループを除去します。

このコマンドは、ローカルクラスタ上の保護グループからアプリケーションリソー
スグループを除去します。このコマンドは次に、パートナークラスタに同じ名前の
保護グループが含まれている場合、パートナークラスタ上の保護グループからアプ
リケーションリソースグループを除去します。
# geopg remove-resource-group resourcegrouplist protectiongroup

resourcegrouplist アプリケーションリソースグループの名前を指定します。

リソースグループは、コンマで区切って複数指定できます。

protectiongroup 保護グループの名前を指定します。

ローカルクラスタで除去操作が失敗した場合、保護グループの構成は変更されませ
ん。成功した場合、Configuration状態はローカルクラスタで OKに設定されます。

ローカルクラスタ上で Configuration状態が OKになっていても、パートナークラス
タ上で除去操作に失敗した場合、パートナークラスタ上の Configuration状態が
Errorに設定されます。

保護グループからのアプリケーションリソースグループの削除

この例では、2つのアプリケーションリソースグループ apprg1と apprg2を tcpgから
削除します。

# geopg remove-resource-group apprg1,apprg2 tcpg

Hitachi TrueCopyデータ複製デバイスグループの管理
この節では、Hitachi TrueCopyデータ複製デバイスグループを管理する方法について
説明します。内容は次のとおりです。

■ 42ページの「Hitachi TrueCopy保護グループにデータ複製デバイスグループを追
加する方法」

1
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■ 43ページの「データ複製サブシステムによって行われる検証」
■ 44ページの「Hitachi TrueCopyデバイスグループの状態を検証する」
■ 48ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製デバイスグループを変更する方法」
■ 49ページの「Hitachi TrueCopy保護グループからデータ複製デバイスグループを
削除する方法」

Hitachi TrueCopyデータ複製保護グループの構成についての詳細は、28ページ
の「Hitachi TrueCopy保護グループを作成および構成する (Oracle Real Application
Clustersを使用しない場合)」を参照してください。

▼ Hitachi TrueCopy保護グループにデータ複製デバイ
スグループを追加する方法

クラスタノードの 1つにログインします。
この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

保護グループ内にデータ複製デバイスグループを作成します。

このコマンドは、ローカルクラスタ上の保護グループにデバイスグループを追加し
ます。そして、パートナークラスタに同じ名前の保護グループが含まれている場
合、その新しい構成をパートナークラスタに伝達します。
# geopg add-device-group -p property [-p...] devicegroupname protectiongroupname

-p property データ複製デバイスグループのプロパティーを指定します。

デバイスグループによって使用されるフェンスレベルを定義
する Fence_levelプロパティーを指定できます。フェンスレ
ベルにより、そのデバイスグループの主ボリュームと二次ボ
リューム間の整合性のレベルが決定されます。

このプロパティーを data、status、 never、または asyncに設
定できます。Fence_levelを neverまたは asyncに設定した場
合、二次クラスタに障害が発生したあとでも、アプリケー
ションは主クラスタに書き込みを続けることができます。し
かし、Fence_levelプロパティーを dataまたは statusに設定
した場合は、次のような理由で二次クラスタが利用できない
ため、主クラスタのアプリケーションに障害が発生する可能
性があります。
■ データ複製リンクに失敗した
■ 二次クラスタとストレージが停止している

1

2

Hitachi TrueCopyデータ複製デバイスグループの管理

Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向けデータ複製ガイド • 2007年 2月、Revision A42



■ 二次クラスタのストレージが停止している

注意 –主クラスタにおけるアプリケーション停止を防ぐには、
Fence_levelを neverまたは asyncに指定します。

neverの Fence_levelを指定した場合、テイクオーバーを実行
したあと、データ複製ロールが変わりません。

dataまたは statusの Fence_levelを使用する特別なニーズが
ある場合は、ご購入先に問い合わせてください。

さまざまなフェンスレベルに関連したアプリケーションエ
ラーの詳細は、『Sun StorEdge SE 9900 V Series Command and
Control Interface User and Reference Guide』を参照してくださ
い。

ほかにどのようなプロパティーが指定できるかは、使用して
いるデータ複製の種類によって異なります。これらのプロパ
ティーについての詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionの
システム管理』の付録A「Sun Cluster Geographic Editionの標
準プロパティー」を参照してください。

devicegroupname 新しいデータ複製デバイスグループの名前を指定します。

protectiongroupname 新しいデータ複製デバイスグループを追加する保護グループ
の名前を指定します。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでサポートされる名前と値の詳細は、
『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の付録 B「Sun Cluster Geographic
Editionエンティティーに使用できる名前と値」を参照してください。

geopgコマンドの詳細は、geopg(1M)のマニュアルページを参照してください。

Hitachi TrueCopy保護グループへのデータ複製デバイスグループの追加

この例では、tcpg保護グループにHitachi TrueCopyデータ複製デバイスグループを作
成します。

# geopg add-device-group -p Fence_level=data devgroup1 tcpg

データ複製サブシステムによって行われる検証
/etc/horcm.confファイルで dev_groupとして構成されているHitachi TrueCopyデバイ
スグループを保護グループに追加するとき、データ複製層は次の検証を行います。

例2–11
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■ 保護グループの Nodelistプロパティーで指定されている 1つ以上のノードで
horcmdデーモンが動作しているかどうかを検証します。

horcmdデーモンについての詳細は、『Sun StorEdge SE 9900 V Series Command and
Control Interface User and Reference Guide』を参照してください。

■ Nodelistプロパティーに指定されているすべてのノードからストレージデバイス
へのパスが存在しているかどうかを検査します。このストレージデバイスが新し
いHitachi TrueCopyデバイスグループを制御します。

■ 次の表に、geopg add-device-groupコマンドに指定されたHitachi TrueCopyデバイ
スグループプロパティーを検証する方法を示します。

Hitachi TrueCopyデバイスグループプロパティー 検証

devicegroupname 指定されたHitachi TrueCopyデバイスグループ
が Nodelistプロパティーに指定されているすべ
てのクラスタノードで構成されているかどうか
を検査します。

Fence_level このHitachi TrueCopyデバイスグループ用にペ
アがすでに確立されている場合、データ複製層
は、指定された Fence_levelがすでに確立され
ているフェンスレベルと一致するかどうかを検
査します。

ペアがまだ確立されていない場合 (ペアが SMPL

状態のときなど)は、どの Fence_levelでも受け
入れられます。

Hitachi TrueCopyデバイスグループが保護グループに追加されるとき、このコマンド
によって、Sun Clusterリソースが自動的に作成されます。このリソースはデータ複
製を監視します。リソースの名前は、r-tc-protectiongroupname -devicegroupnameで
す。このリソースは、対応する Sun Clusterリソースグループに置かれます。このリ
ソースグループの名前は、rg-tc-protectiongroupnameです。

注意 –これらの複製リソースを Sun Clusterコマンドで変更する場合は注意する必要が
あります。これらのリソースは内部実装専用です。

Hitachi TrueCopyデバイスグループの状態を検証す
る
検証のため、Sun Cluster Geographic Editionは各Hitachi TrueCopyデバイスグループ
に、そのペアの現在の状態に従った状態を与えます。この状態は、pairvolchk -g

<DG> -ssコマンドで返されます。
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この節の残りの部分では、個々のデバイスグループ状態と、保護グループのローカ
ルな役割に照らしてこれらの状態を検証する方法について説明します。

個々のHitachi TrueCopyデバイスグループの状態の判断
個々のHitachi TrueCopyデバイスグループは、次に示す状態のいずれかになります。

■ SMPL

■ Regular Primary

■ Regular Secondary

■ Takeover Primary

■ Takeover Secondary

特定のデバイスグループの状態を判断するには、pairvolchk -g <DG> -ss コマンドで
返される値を使用します。次の表に、pairvolchkコマンドで返される値に関連付け
られたデバイスグループ状態を示します。

表 2–1 個々のHitachi TrueCopyデバイスグループ状態

pairvolchkの出力 個々のデバイスグループ状態

11 = SMPL SMPL

22 / 42 = PVOL_COPY

23 / 42 = PVOL_PAIR

26 / 46 = PVOL_PDUB

47 = PVOL_PFUL

48 = PVOL_PFUS

Regular Primary

24 / 44 = PVOL_PSUS

25 / 45 = PVOL_PSUE

これらの戻りコードで個々のデバイスグループ
のカテゴリを判断するためには、リモートクラ
スタの horcmdプロセスをアクティブにし、該当
するデバイスグループの remote-pair-state取
得できるようにする必要があります。

Regular Primary (remote-cluster-state !=SSWS

の場合)

または

Takeover Secondary (remote-cluster-state ==

SSWSの場合)

SSWS (pairdisplay -g <DG> -fc コマンドを使用す
る場合)。
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表 2–1 個々のHitachi TrueCopyデバイスグループ状態 (続き)
pairvolchkの出力 個々のデバイスグループ状態

32 / 52 = SVOL_COPY

33 / 53 = SVOL_PAIR

35 / 55 = SVOL_PSUE

36 / 56 = SVOL_PDUB

57 = SVOL_PFUL

58 = SVOL_PFUS

Regular Secondary

34 / 54 = SVOL_PSUS Regular Secondary (local-cluster-state !=SSWS

の場合)

または

Takeover Primary (local-cluster-state == SSWS

の場合)

SSWS (pairdisplay -g <DG> -fc コマンドを使用す
る場合)。

Hitachi TrueCopyデバイスグループの全体的な状態の判断
保護グループにHitachi TrueCopyデバイスグループ 1つだけが含まれている場合、全
体的なデバイスグループ状態は個々のデバイスグループ状態と同じです。

次の表に、保護グループに複数のHitachi TrueCopyデバイスグループが含まれている
ときに、全体的なデバイスグループ状態を取得する方法を示します。

表 2–2 全体的なデバイスグループ状態を判断する条件

条件 全体的なデバイスグループ状態

個々のデバイスグループ状態がすべて SMPLであ
る場合

SMPL

個々のデバイスグループ状態がすべて Regular

Primaryまたは SMPLである場合
Regular Primary

個々のデバイスグループ状態がすべて Regular

Secondaryまたは SMPLである場合
Regular Secondary

個々のデバイスグループ状態がすべて Takeover

Primaryまたは SMPLである場合
Takeover Primary

個々のデバイスグループ状態がすべて Takeover

Secondaryまたは SMPLである場合
Takeover Secondary
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個々のデバイスグループ状態のほかのどんな組み合わせでも全体的なデバイスグ
ループ状態を取得できません。これは、ペア状態検証エラーとみなされます。

全体的なデバイスグループ状態に照らして保護グループのローカ
ルな役割を検証する
次の表に、全体的なデバイスグループ状態に照らしてHitachi TrueCopy保護グループ
のローカルな役割を検証する方法を示します。

表 2–3 保護グループのローカルな役割に照らして全体的なデバイスグループ状態を検証する

全体的なデバイスグループ状態 保護グループの有効なローカルな役割

SMPL primaryまたは secondary

Regular Primary primary

Regular Secondary secondary

Takeover Primary primary

Takeover Secondary secondary

例 2–12 全体的なデバイスグループ状態の検証

この例では、Hitachi TrueCopyデバイスグループが属するHitachi TrueCopy保護グ
ループの役割に照らしてこのデバイスグループの状態を検証します。

まず、次のように、保護グループを作成します。

phys-paris-1# geopg create -s paris-newyork-ps -o primary -d truecopy tcpg

次のように、デバイスグループ devgroup1を保護グループ tcpgに追加します。

phys-paris-1# geopg add-device-group -p fence_level=async devgroup1 tcpg

Hitachi TrueCopyデバイスグループ devgroup1の現在の状態は、pairdisplayコマンド
の出力に示されます。

phys-paris-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-A , 0, 1) 12345 1..P-VOL PAIR ASYNC,54321 609 -

devgroup1 pair1(R) (CL1-C , 0, 20)54321 609..S-VOL PAIR ASYNC,----- 1 -

devgroup1 pair2(L) (CL1-A , 0, 2) 12345 2..P-VOL PAIR ASYNC,54321 610 -

devgroup1 pair2(R) (CL1-C , 0,21) 54321 610..S-VOL PAIR ASYNC,----- 2 -

pairvolchk -g <DG> -ssコマンドを実行すると、値 23が戻ります。
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例 2–12 全体的なデバイスグループ状態の検証 (続き)

phys-paris-1# pairvolchk -g devgroup1 -ss

parivolchk : Volstat is P-VOL.[status = PAIR fence = ASYNC]

phys-paris-1# echo $?

23

pairvolchkコマンドの出力は 23です。これは、表 2–1内で、Regular Primaryの
個々のデバイスグループ状態に対応します。保護グループにはデバイスグループが 1
つだけ含まれているため、全体的なデバイスグループ状態は個々のデバイスグルー
プ状態と同じです。-oオプションで指定した保護グループのローカルな役割は、表
2–3からわかるように primaryです。このため、このデバイスグループ状態は有効で
す。

▼ Hitachi TrueCopyデータ複製デバイスグループを変
更する方法

クラスタノードの 1つにログインします。

この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

デバイスグループを変更します。

このコマンドは、ローカルクラスタ上の保護グループに存在するデバイスグループ
のプロパティーを変更します。このコマンドは次に、パートナークラスタに同じ名
前の保護グループが含まれている場合、新しい構成をパートナークラスタに伝達し
ます。

# geopg modify-device-group -p property [-p...] \

TCdevicegroupname protectiongroupname

-p property データ複製デバイスグループのプロパティーを指定します。

設定できるプロパティーの詳細は、『Sun Cluster Geographic
Editionのシステム管理』の付録A「Sun Cluster Geographic
Editionの標準プロパティー」を参照してください。

TCdevicegroupname 新しいデータ複製デバイスグループの名前を指定します。

protectiongroupname 新しいデータ複製デバイスグループを追加する保護グループ
の名前を指定します。
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Hitachi TrueCopyデータ複製デバイスグループのプロパティーの変更

この例では、Hitachi TrueCopy保護グループの一部であるデータ複製デバイスグルー
プのプロパティーを変更します。

# geopg modify-device-group -p fence_level=async tcdg tcpg

▼ Hitachi TrueCopy保護グループからデータ複製デバ
イスグループを削除する方法
保護グループにデータ複製デバイスグループを追加した場合、保護グループからそ
のデータ複製デバイスグループを削除することがあります。通常、ディスクセット
に書き込むようにアプリケーションを構成したあとでそのディスクを変更すること
はありません。

データ複製デバイスグループを削除しても、複製は停止せず、またデータ複製デバ
イスグループの複製状態は変更されません。

保護グループを削除する方法については、36ページの「Hitachi TrueCopy保護グルー
プを削除する方法」を参照してください。保護グループからアプリケーションリ
ソースグループを削除する方法については、40ページの「Hitachi TrueCopy保護グ
ループからアプリケーションリソースグループを削除する方法」を参照してくださ
い。

クラスタノードの 1つにログインします。
この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

デバイスグループを除去します。

このコマンドは、ローカルクラスタ上の保護グループからデバイスグループを除去
します。このコマンドは次に、パートナークラスタに同じ名前の保護グループが含
まれている場合、新しい構成をパートナークラスタに伝達します。
# geopg remove-device-group devicegroupname protectiongroupname

devicegroupname データ複製デバイスグループの名前を指定します

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します

Hitachi TrueCopy保護グループからデバイスグループが削除されるとき、対応する
Sun Clusterリソース r-tc-protectiongroupname-devicegroupnameが複製リソースグルー

例2–13
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プから除去されます。結果として、それ以降、削除されたデバイスグループは監視
されません。リソースグループは、保護グループが削除されるときに除去されま
す。

Hitachi TrueCopy保護グループからデータ複製デバイスグループを削除
する

この例では、Hitachi TrueCopyデータ複製デバイスグループを削除します。

# geopg remove-device-group tcdg tcpg

Hitachi TrueCopy保護グループ構成をを二次クラスタに複
製する

主クラスタと二次クラスタ上のデータ複製、リソースグループ、およびリソースを
構成して終わると、保護グループの構成を二次クラスタに複製できます。

▼ Hitachi TrueCopy保護グループ構成を二次クラスタ
に複製する方法
Hitachi TrueCopy保護グループの構成を二次クラスタに複製する前に、次の条件が満
たされていることを確認します。

■ 保護グループが (ローカルクラスタ上ではなく)リモートクラスタで定義されてい
る。

■ リモートクラスタ上の保護グループ内に存在するデバイスグループがローカルク
ラスタに存在している。

■ リモートクラスタ上の保護グループ内に存在するアプリケーションリソースグ
ループがローカルクラスタに存在している。

■ リソースグループの Auto_start_on_new_clusterプロパティーが Falseに設定され
ている。このプロパティーは、scrgadmコマンドを使用して表示できます。

# scrgadm -pvv -g apprg1 | grep Auto_start_on_new_cluster

Auto_start_on_new_clusterプロパティーを Falseに設定することにより、Sun
Clusterリソースグループマネージャーが保護グループで自動的にリソースグルー
プを起動するのを防ぐことができます。このため、Sun Cluster Geographic Edition
ソフトウェアは再起動後にリモートクラスタと通信して、リモートクラスタが確

例2–14
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実に起動して、そのリソースグループの二次クラスタとなるようにします。Sun
Cluster Geographic Editionソフトウェアは、主クラスタではリソースグループを自
動的に起動しません。

アプリケーションリソースグループは、保護グループが有効なときに主クラスタ
でのみオンラインにするようにしてください。

次のように、Auto_start_on_new_clusterプロパティーを Falseに設定します。

scrgadm -c -g apprg1 -y Auto_start_on_new_cluster=False

phys-newyork-1にログインします。

この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

phys-newyork-1は、二次クラスタ上の唯一のノードです。どのノードが
phys-newyork-1かを確認するには、『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管
理』の「Sun Cluster Geographic Editionクラスタ構成の例」を参照してください。

geopg getコマンドを使用して、保護グループの構成をパートナークラスタに複製し
ます。

このコマンドは、リモートクラスタから保護グループの構成情報を取得して、その
保護グループをローカルクラスタ上に作成します。
phys-newyork-1# geopg get -s partnershipname [protectiongroup]

-s partnershipname 保護グループ構成情報を取得するべきパートナーシップの名前
と、保護グループをローカルに作成するパートナーシップの名
前を指定します。

protectiongroup 保護グループの名前を指定します。

保護グループを指定しないと、リモートパートナー上の指定さ
れたパートナーシップ内に存在するすべての保護グループが
ローカルクラスタ上に作成されます。

注 – geopg getコマンドは、Sun Cluster Geographic Editionに関連するエンティティー
を複製します。Sun Clusterエンティティーを複製する方法については、『Sun Cluster
データサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグループ、リソースタイ
プ、およびリソースの構成データを複製およびアップグレードする」を参照してく
ださい。
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Hitachi TrueCopy保護グループをパートナークラスタに複製する

この例では、tcpgの構成を cluster-parisから cluster-newyorkに複製します。

# rlogin phys-newyork-1 -l root

phys-newyork-1# geopg get -s paris-newyork-ps tcpg

Hitachi TrueCopy保護グループの有効化
保護グループを有効にすると、その保護グループは構成時に割り当てられた役割を
引き受けます。保護グループの構成についての詳細は、28ページの「Hitachi
TrueCopy保護グループを作成および構成する (Oracle Real Application Clustersを使用
しない場合)」を参照してください。

保護グループは、次のレベルで有効にできます。

■ グローバルに有効にする –つまり、保護グループが構成されている両方のクラス
タで保護グループを有効にします。

■ 主クラスタ上だけを有効にする –二次クラスタは無効なままです。
■ 二次クラスタ上だけを有効にする –主クラスタは無効なままです。

一方のクラスタでHitachi TrueCopy保護グループを有効にすると、データ複製層に次
のような影響が出ます。

■ 保護グループのデータ複製構成が検証されます。検証中、保護グループの現在の
ローカルな役割が全体的なデバイスグループ状態と比較されます (表 2–3を参
照)。検証が成功した場合、データ複製が開始されます。

■ 保護グループに構成されているデータ複製デバイスグループ上で、データ複製が
開始されます。主クラスタと二次クラスタのどちらで保護グループを有効にした
のかは関係ありません。データは常に保護グループのローカルの役割が primary

であるクラスタから、保護グループのローカルの役割が secondaryであるクラス
タに複製されます。

アプリケーションの処理が行われるのは、データ複製が正常に開始されたあとだけ
です。

保護グループを有効にすると、アプリケーション層に次のような影響が出ます。

■ 主クラスタで保護グループが有効になった場合、保護グループに構成されている
アプリケーションリソースグループも起動されます。

■ 二次クラスタで保護グループが有効になった場合、アプリケーションリソースグ
ループは起動されません。
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データ複製の開始に使用するHitachi TrueCopyコマンドは、次の要因によって変わり
ます。

■ 全体的なデバイスグループ状態
■ 保護グループのローカルな役割
■ 現在のペアの状態

次の表に、これらの要因の考えられる組み合わせごとに、データ複製の開始に使用
するHitachi TrueCopyコマンドを示します。コマンド中、dgはデバイスグループ名で
あり、flはデバイスグループに構成されたフェンスレベルです。

表 2–4 Hitachi TrueCopyデータ複製の開始に使用するコマンド

全体的なデバイスグループ
状態

保護グループの有効なローカルな
役割 Hitachi TrueCopy開始コマンド

SMPL primaryまたは secondary paircreate -vl -g dg -f fl

paircreate -vr -g dg -f fl

どちらのコマンドでも、horcmdプロセス
がリモートクラスタで起動している必要が
あります。

Regular Primary primary ローカル状態コードが 22、23、25、26、
29、42、43、45、46、または 47の場合、
データがすでに複製されているため、コマ
ンドは実行されません。

ローカル状態コードが 24、44、または 48
の場合は、次のコマンドが実行されます。
pairresync -g dg [-l]

ローカル状態コードが 11の場合は、次の
コマンドが実行されます。 paircreate

-vl -g dg -f fl

どちらのコマンドでも、horcmdプロセス
がリモートクラスタで起動している必要が
あります。

Hitachi TrueCopy保護グループの有効化
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表 2–4 Hitachi TrueCopyデータ複製の開始に使用するコマンド (続き)
全体的なデバイスグループ
状態

保護グループの有効なローカルな
役割 Hitachi TrueCopy開始コマンド

Regular Secondary secondary ローカル状態コードが 32、33、35、36、
39、52、53、55、56、または 57の場合、
データがすでに複製されているため、コマ
ンドは実行されません。

ローカル状態コードが 34、54、または 58
の場合は、次のコマンドが実行されます。
pairresync -g dg

ローカル状態コードが 11の場合は、次の
コマンドが実行されます。 paircreate

-vr -g dg -f fl

どちらのコマンドでも、horcmdプロセス
がリモートクラスタで起動している必要が
あります。

Takeover Primary primary ローカル状態コードが 34または 54の場合
は、次のコマンドが実行されます。
pairresync -swaps -g

ローカル状態コードが 11の場合は、次の
コマンドが実行されます。 paircreate

-vl -g dg -f fl

paircreateコマンドでは、horcmdプロセ
スがリモートクラスタで起動している必要
があります。

Takeover Secondary secondary ローカル状態コードが 24、44、25、また
は 45の場合は、次のコマンドが実行され
ます。pairresync -swapp -g dg

ローカル状態コードが 11の場合は、次の
コマンドが実行されます。 paircreate

-vr -g dg -f fl.

どちらのコマンドでも、horcmdプロセス
がリモートクラスタで起動している必要が
あります。
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▼ Hitachi TrueCopy保護グループを有効にする方法
クラスタノードの 1つにログインします。

この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

保護グループを有効にします。

保護グループを有効にすると、そのアプリケーションリソースグループもオンライ
ンになります。

# geopg start -e scope [-n] protectiongroupname

-e scope コマンドの範囲を指定します。

範囲が Localの場合、このコマンドはローカルクラスタだけ
を対象に実行されます。範囲が Globalの場合、このコマンド
は保護グループが配備されている両方のクラスタを対象に実
行されます。

注 – Globalや Localなどのプロパティー値は、大文字と小文字
は区別されません。

-n 保護グループを有効にしたときにデータ複製を開始しないよ
うにします。

このオプションを省略した場合、データ複製サブシステムは
保護グループと同時に起動されます。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

geopg start コマンドは、scswitch -Z -g resourcegroups コマンドを使用して、リソー
スグループとリソースをオンラインにします。このコマンドの使用法についての詳
細は、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアで複製開始コマンドを実行す
る

次の例では、データ複製の開始に使用するHitachi TrueCopyコマンドを Sun Cluster
Geographic Editionがどのように決定するかを示します。

まず、Hitachi TrueCopy保護グループを作成します。

1
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phys-paris-1# geopg create -s paris-newyork-ps -o primary -d truecopy tcpg

デバイスグループ devgroup1を保護グループに追加します。

phys-paris-1# geopg add-device-group -p fence_level=async devgroup1 tcpg

Hitachi TrueCopyデバイスグループ devgroup1の現在の状態は、pairdisplayコマンド
の出力に示されます。

phys-paris-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-A , 0, 1) 12345 1..SMPL ---- ----, ----- ---- -

devgroup1 pair1(R) (CL1-C , 0, 20)54321 609..SMPL ---- ----, ----- ---- -

devgroup1 pair2(L) (CL1-A , 0, 2) 12345 2..SMPL ---- ----, ----- ---- -

devgroup1 pair2(R) (CL1-C , 0,21) 54321 610..SMPL ---- ----, ----- ---- -

全体的なデバイスグループ状態は SMPLです。

次に、geopg startコマンドを使用して、保護グループ tcpgを有効にします。

phys-paris-1# geopg start -e local tcpg

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは paircreate -g devgroup1 -vl -f async

コマンドをデータ複製レベルで実行します。このコマンドが成功した場合、
pairdisplayコマンドの出力に devgroup1の状態が次のように表示されます。

phys-paris-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-A , 0, 1) 12345 1..P-VOL COPY ASYNC,54321 609 -

devgroup1 pair1(R) (CL1-C , 0, 20)54321 609..S-VOL COPY ASYNC,----- 1 -

devgroup1 pair2(L) (CL1-A , 0, 2) 12345 2..P-VOL COPY ASYNC,54321 610 -

devgroup1 pair2(R) (CL1-C , 0,21) 54321 610..S-VOL COPY ASYNC,----- 2 -

Hitachi TrueCopy保護グループのグローバルな有効化

この例では、保護グループをグローバルに有効にします。

# geopg start -e global tcpg

保護グループ tcpgは、保護グループが構成されている両方のクラスタで有効になり
ます。
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Hitachi TrueCopy保護グループのローカルな有効化

この例では、保護グループをローカルクラスタでのみ有効にします。このローカル
クラスタは、その役割に応じ、主クラスタの場合も二次クラスタの場合もありま
す。

# geopg start -e local tcpg

Hitachi TrueCopy保護グループの無効化
保護グループは、次のレベルでアクティブ化を解除できます。

■ グローバルに無効にする –つまり、保護グループが構成されている両方のクラス
タで保護グループを無効にします

■ 主クラスタだけを無効にする –二次クラスタは有効なままです。
■ 二次クラスタだけを無効にする –主クラスタは有効なままです。

一方のクラスタでHitachi TrueCopy保護グループを無効にすると、データ複製層に次
のような影響が出ます。

■ 保護グループのデータ複製構成が検証されます。検証中、保護グループの現在の
ローカルの役割が表 2–3で説明した全体的なデバイスグループの状態と比較され
ます。検証が成功した場合、データ複製が停止されます。

■ データ複製が停止されるのは、保護グループに構成されているデータ複製デバイ
スグループです。主クラスタと二次クラスタのどちらで無効にしたのかは関係あ
りません。

保護グループを無効にすると、アプリケーション層に次のような影響が出ます。

■ 主クラスタで保護グループが無効になった場合、保護グループに構成されている
すべてのアプリケーションリソースグループが停止され、管理の対象から外され
ます。

■ 二次クラスタで保護グループが無効になった場合、二次クラスタのリソースグ
ループは影響を受けません。保護グループに構成されているアプリケーションリ
ソースグループは、主クラスタの有効状態によって、主クラスタで有効なままで
ある場合もあります。

データ複製の停止に使用するHitachi TrueCopyコマンドは、次の要因によって変わり
ます。

■ 全体的なデバイスグループ状態
■ 保護グループのローカルな役割
■ 現在のペアの状態
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次の表に、これらの要因の考えられる組み合わせごとに、データ複製の開始に使用
するHitachi TrueCopyコマンドを示します。コマンド中、dgはデバイスグループ名で
す。

表 2–5 Hitachi TrueCopyデータ複製の停止に使用するコマンド

全体的なデバイスグループ
状態

保護グループの有効なローカルな
役割 Hitachi TrueCopy停止コマンド

SMPL primaryまたは secondary 複製されるデータがないため、コマンドは
実行されません。

Regular Primary primary ローカル状態コードが 22、23、26、29、
42、43、46、または 47の場合は、次のコ
マンドが実行されます。pairsplit -g dg

[-l].

ローカル状態コードが 11、24、25、44、
45、または 48の場合は、複製されるデー
タがないため、コマンドは実行されませ
ん。

Regular Secondary secondary ローカル状態コードが 32、33、35、36、
39、52、53、55、56、または 57の場合
は、次のコマンドが実行されます。
pairsplit -g dg .

ローカル状態コードが 33または 53で、リ
モート状態が PSUEの場合、複製を停止す
るコマンドは実行されません。

ローカル状態コードが 11、34、54、また
は 58の場合は、複製されるデータがない
ため、コマンドは実行されません。

Takeover Primary primary 複製されるデータがないため、コマンドは
実行されません。

Takeover Secondary secondary 複製されるデータがないため、コマンドは
実行されません。

▼ Hitachi TrueCopy保護グループを無効にする方法
クラスタノードの 1つにログインします。

この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。
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保護グループを無効にします。

保護グループを無効にすると、そのアプリケーションリソースグループも管理対象
から外れます。

# geopg stop -e scope [-D] protectiongroupname

-e scope コマンドの範囲を指定します。

範囲が Localの場合、このコマンドはローカルクラスタだけ
を対象に実行されます。この範囲が Globalの場合、このコマ
ンドは保護グループが配備されている両方のクラスタを対象
に実行されます。

注 – Globalや Localなどのプロパティー値は、大文字と小文字
は区別されません。

-D 保護グループをオンラインにしたままデータ複製だけを停止
することを指定します。

このオプションを省略した場合、データ複製サブシステムと
保護グループは両方とも停止されます。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアで複製停止コマンドを実行す
る

この例では、データ複製の停止に使用するHitachi TrueCopyコマンドを Sun Cluster
Geographic Editionソフトウェアがどのように決定するかを示します。

Hitachi TrueCopyデバイスグループ devgroup1の現在の状態は、pairdisplayコマンド
の出力に示されます。

phys-paris-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-A , 0, 1) 12345 1..P-VOL PAIR ASYNC,54321 609 -

devgroup1 pair1(R) (CL1-C , 0, 20)54321 609..S-VOL PAIR ASYNC,----- 1 -

devgroup1 pair2(L) (CL1-A , 0, 2) 12345 2..P-VOL PAIR ASYNC,54321 610 -

devgroup1 pair2(R) (CL1-C , 0,21) 54321 610..S-VOL PAIR ASYNC,----- 2 -

デバイスグループ devgroup1を保護グループに追加します。

phys-paris-1# geopg add-device-group -p fence_level=async devgroup1 tcpg

2

例2–19

Hitachi TrueCopy保護グループの無効化
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Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは pairvolchk -g <DG> -ssコマンドをデー
タ複製レベルで実行します。そして、値 43を返します。

pairvolchk -g devgroup1 -ss

Volstat is P-VOL.[status = PAIR fence = ASYNC]

phys-paris-1# echo $?

43

次に、geopg stopコマンドを使用して、保護グループ tcpgを無効にします。

phys-paris-1# geopg stop -s local tcpg

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは pairsplit -g devgroup1コマンドをデー
タ複製レベルで実行します。

このコマンドが成功した場合、pairdisplayコマンドの出力に devgroup1の状態が次
のように表示されます。

phys-paris-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-A , 0, 1) 12345 1..P-VOL PSUS ASYNC,54321 609 -

devgroup1 pair1(R) (CL1-C , 0, 20)54321 609..S-VOL SSUS ASYNC,----- 1 -

devgroup1 pair2(L) (CL1-A , 0, 2) 12345 2..P-VOL PSUS ASYNC,54321 610 -

devgroup1 pair2(R) (CL1-C , 0,21) 54321 610..S-VOL SSUS ASYNC,----- 2 -

全クラスタの保護グループの無効化

この例では、保護グループをすべてのクラスタで無効にします。

# geopg stop -e global tcpg

ローカルクラスタ上の保護グループの無効化

この例では、保護グループをローカルクラスタで無効にします。

# geopg stop -e local tcpg

保護グループをオンラインにしたままデータ複製を停止

この例では、ローカルクラスタでデータの複製のみを停止します。

# geopg stop -e local -D tcpg

例2–20

例2–21

例2–22

Hitachi TrueCopy保護グループの無効化
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このコマンドを実行したあと、保護グループとその基盤であるデータ複製サブシス
テムの両方を無効にすることを管理者が決定した場合、-Dオプションを指定せずに
このコマンドをもう一度実行できます。

# geopg stop -e local tcpg

アプリケーションリソースグループをオンラインに維持した状態での
Hitachi TrueCopy保護グループの無効化

この例では、2つのアプリケーションリソースグループ apprg1と apprg2をオンライ
ンにしたまま両方のクラスタ上の保護グループ tcpgを無効にします。

1. 保護グループからアプリケーションリソースグループを除去します。

# geopg remove-resource-group apprg1,apprg2 tcpg

2. 保護グループを無効にします。

# geopg stop -e global tcpg

Hitachi TrueCopy保護グループの再同期
ローカル保護グループの構成情報は、パートナークラスタから取得した構成情報と
再同期させることができます。保護グループを再同期させる必要があるのは、
geoadm statusコマンドを実行した結果、保護グループの Synchronization状態が
Errorになっている場合です。

たとえば、クラスタの起動後に保護グループの再同期が必要となることがありま
す。詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の「クラスタの起
動」を参照してください。

保護グループを再同期させると、Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアに関連
するエンティティーだけが更新されます。Sun Clusterエンティティーを更新する方
法については、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リ
ソースグループ、リソースタイプ、およびリソースの構成データを複製および
アップグレードする」を参照してください。

▼ 保護グループを再同期させる方法
geopg updateコマンドを実行するクラスタでは、保護グループを無効にする必要が
あります。保護グループを無効にする方法については、57ページの「Hitachi
TrueCopy保護グループの無効化」を参照してください。

例2–23

始める前に

Hitachi TrueCopy保護グループの再同期
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クラスタノードの 1つにログインします。
この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

保護グループを再同期させます。
# geopg update protectiongroupname

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します

保護グループの再同期

この例では、保護グループを再同期します。

# geopg update tcpg

Hitachi TrueCopyデータ複製の実行時状態の検査
複製の状態は、全体的な状態も、Hitachi TrueCopy複製リソースグループの詳しい実
行時状態も取得できます。この節では、各状態を検査する手順について説明しま
す。

Hitachi TrueCopy実行時状態の概要の表示
各Hitachi TrueCopyデータ複製リソースの状態は、特定のデバイスグループにおける
複製の状態を示します。保護グループ内のすべてのリソースの状態は、複製状態と
してまとめられます。この複製状態は、保護グループ状態の 2つ目の構成要素で
す。保護グループの状態についての詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシス
テム管理』の「Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアの実行時状態の監視」を
参照してください。

複製の全体的な状態を確認するには、次の手順で説明している方法で保護グループ
の状態を表示します。

1

2

例2–24

Hitachi TrueCopyデータ複製の実行時状態の検査
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▼ 複製の全体的な実行時状態を検査する方法

保護グループが定義されているクラスタのノードの 1つにアクセスします。
この手順を行うには、Basic Solaris User RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

複製の実行時状態を検査します。
# geoadm status

複製情報の出力の保護グループセクションを参照してください。このコマンドで表
示される情報は次のとおりです。

■ ローカルクラスタがパートナーシップに参加できるように有効になっているかど
うか

■ ローカルクラスタがパートナーシップに参加しているかどうか
■ ハートビート構成の状態
■ 定義されている保護グループの状態
■ 現在進行しているトランザクションの状態

Hitachi TrueCopyデバイスグループごとに、データ複製の実行時状態を検査します。
# scstat -g

検査するデータ複製デバイスグループの Statusフィールドと Status Messageフィー
ルドを参照してください。

これらのフィールドについては、表 2–6を参照してください。

詳細なHitachi TrueCopy実行時状態の表示
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは内部的に、保護グループごとに複製リ
ソースグループを 1つ作成し、保持します。複製リソースグループの名前の書式は
次のとおりです。

rg-tc_truecopyprotectiongroupname

保護グループにHitachi TrueCopyデバイスグループを追加する場合、Sun Cluster
Geographic Editionソフトウェアはデバイスグループごとにリソースを 1つ作成しま
す。このリソースは、そのデバイスグループの複製の状態を監視します。各リソー
スの名前の書式は次のとおりです。

r-tc-truecopyprotectiongroupname-truecopydevicegroupname

1

2

3

参照

Hitachi TrueCopyデータ複製の実行時状態の検査
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このデバイスグループの複製の状態は、このリソースの Statusと Status Messageを
確認することで監視できます。scstat -gコマンドを使用して、リソースの状態およ
び状態メッセージを表示します。

次の表に、Hitachi TrueCopy複製リソースグループの Stateが Onlineのときに、
scstat -gコマンドが返す Statusと Status Messageの値を示します。

表 2–6 Hitachi TrueCopy複製リソースグループがオンラインになっているときの状態と状態
メッセージ

状態 状態メッセージ

オンライン P-Vol/S-Vol:PAIR

オンライン P-Vol/S-Vol:PAIR:Remote horcmd not reachable

オンライン P-Vol/S-Vol:PFUL

オンライン P-Vol/S-Vol:PFUL:Remote horcmd not reachable

縮退 SMPL:SMPL

縮退 SMPL:SMPL:Remote horcmd not reachable

縮退 P-Vol/S-Vol:COPY

縮退 P-Vol/S-Vol:COPY:Remote horcmd not reachable

縮退 P-Vol/S-Vol:PSUS

縮退 P-Vol/S-Vol:PSUS:Remote horcmd not reachable

縮退 P-Vol/S-Vol:PFUS

縮退 P-Vol/S-Vol:PFUS:Remote horcmd not reachable

障害発生 P-Vol/S-Vol:PDFUB

障害発生 P-Vol/S-Vol:PDUB:Remote horcmd not reachable

障害発生 P-Vol/S-Vol:PSUE

障害発生 P-Vol/S-Vol:PSUE:Remote horcmd not reachable

縮退 S-Vol:SSWS:Takeover Volumes

障害発生 P-Vol/S-Vol:Suspicious role configuration. Actual Role=x, Config
Role=y

これらの値についての詳細は、Hitachi TrueCopyのマニュアルを参照してください。

scstatコマンドの詳細は、scstat(1M)のマニュアルページを参照してください。

Hitachi TrueCopyデータ複製の実行時状態の検査
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Hitachi TrueCopyデータ複製を使用する
サービスの移行

この章では、保守管理を行う場合やクラスタ障害が発生した場合のサービスの移行
について説明します。この章の内容は次のとおりです。

■ 65ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製を使用するシステムでのクラスタ障害
の検出」

■ 66ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製を使用するサービスをスイッチオー
バーで移行する」

■ 69ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製を使用するシステムでのテイクオー
バーの強制実行」

■ 73ページの「Hitachi TrueCopy複製を使用するシステムでのクラスタへのサービ
スの回復」

■ 82ページの「Hitachi TrueCopy複製を使用するシステムでのスイッチオーバー障
害からの回復」

■ 85ページの「Hitachi TrueCopyデータ複製エラーからの回復」

Hitachi TrueCopyデータ複製を使用するシステムでのクラ
スタ障害の検出

この節では、主クラスタまたは二次クラスタで障害が検出される際に発生する内部
プロセスについて説明します。

主クラスタの障害の検出
ある保護グループの主クラスタに障害が発生すると、パートナーシップの二次クラ
スタがその障害を検出します。障害が発生するクラスタは複数のパートナーシップ
のメンバーである可能性があるため、このような障害の検出も複数発生する可能性
があります。

3第 3 章
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主クラスタに障害が発生すると、次のアクションが発生します。障害中、該当する
保護グループは Unknown状態になります。

■ ハートビート異常がパートナークラスタによって検出されます。
■ ハートビート喪失が一時的なものではないことと、主クラスタに障害が発生して
いることを確認するため、緊急モードでハートビートが有効になります。このデ
フォルトのタイムアウト間隔の間、つまり、ハートビート機構が主クラスタの状
態を確認 (照会)しようと再試行している間、ハートビートは Online状態のままで
す。

この照会間隔は、Query_intervalハートビートプロパティーで設定します。構成
した間隔が経過してもハートビート異常が継続する場合、ハートビート喪失イベ
ントが生成され、システムログに記録されます。デフォルトの照会間隔を使用す
る場合、緊急モードの再試行動作によって、ハートビート喪失通知は約 9分間遅
れる可能性があります。メッセージは、グラフィカルユーザーインタフェース
(GUI)と geoadm statusコマンドの出力に表示されます。

ロギングについての詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管
理』の「Sun Cluster Geographic Editionのログメッセージの表示」を参照してくだ
さい。

二次クラスタの障害の検出
ある保護グループの二次クラスタに障害が発生すると、同じパートナーシップのク
ラスタがその障害を検出します。障害が発生したクラスタは複数のパートナー
シップのメンバーである可能性があるため、このような障害の検出も複数発生する
可能性があります。

障害の検出中、次のアクションが発生します。

■ ハートビート異常がパートナークラスタによって検出されます。
■ 二次クラスタが停止していることを確認するため、ハートビートが緊急モードで
アクティブ化されます。

■ クラスタから管理者に通知が送られます。障害が発生したクラスタが二次クラス
タとして動作しているすべての保護グループが検出されます。該当する保護グ
ループは Unknown状態になります。

Hitachi TrueCopyデータ複製を使用するサービスをス
イッチオーバーで移行する

パートナークラスタにサービスを順番に移行する場合は、Hitachi TrueCopy保護グ
ループのスイッチオーバーを実行します。スイッチオーバーは次の手順で行われま
す。

Hitachi TrueCopyデータ複製を使用するサービスをスイッチオーバーで移行する
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■ 元の主クラスタ cluster-paris上で、アプリケーションサービスがオフラインに
なります。

どのクラスタが cluster-parisかを確認するために、『Sun Cluster Geographic
Editionのシステム管理』の「Sun Cluster Geographic Editionクラスタ構成の例」を
参照してください。

■ データ複製の役割が逆になり、今度は、新しい主クラスタ cluster-newyorkから
元の主クラスタ cluster-parisに対して継続して複製が行われます。

■ 新しい主クラスタ cluster-newyorkで、アプリケーションサービスがオンライン
になります。

スイッチオーバーの前に発生する検証
geopg switchoverコマンドを使用してスイッチオーバーを開始すると、データ複製サ
ブシステムが両方のクラスタでいくつかの検証を実行します。スイッチオーバーが
実行されるのは、両方のクラスタで検証手順が成功した場合だけです。

まず、複製サブシステムは、Hitachi TrueCopyデバイスグループの全体的なデバイス
グループ状態が有効であるかどうか検査します。次に、複製サブシステムは、ター
ゲットの主クラスタ cluster-newyorkのローカルのデバイスグループ状態が 23、33、
43、または 53であることを検査します。ローカルのデバイスグループの状態は、
pairvolchk -g device-group-name -ss コマンドで返されます。これらの値は、
PVOL_PAIR状態または SVOL_PAIR状態に対応します。次の表に、新しい主クラスタ
cluster-newyorkで実行されるHitachi TrueCopyコマンドを示します。

表 3–1 新しい主クラスタでのHitachi TrueCopyスイッチオーバー検証

全体的なデバイスグループ状態
ローカルクラスタでの有効なデバ
イスグループ状態

cluster-newyorkで実行されるHitachi TrueCopy
スイッチオーバーコマンド

SMPL なし なし

通常の主クラスタ 23、43 Hitachi TrueCopyデバイスグループは
すでに PVOL_PAIR状態であるため、コ
マンドは実行されません。

Hitachi TrueCopyデータ複製を使用するサービスをスイッチオーバーで移行する
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表 3–1 新しい主クラスタでのHitachi TrueCopyスイッチオーバー検証 (続き)

全体的なデバイスグループ状態
ローカルクラスタでの有効なデバ
イスグループ状態

cluster-newyorkで実行されるHitachi TrueCopy
スイッチオーバーコマンド

通常の二次クラスタ 33、53 horctakeover -g dg [-t]

Hitachi TrueCopyデバイスグループの
fence_levelが asyncのときは、-tオ
プションを指定します。この値は、
保護グループの Timeoutプロパティー
の 80%として計算されます。たとえ
ば、保護グループの Timeoutが 200秒
である場合、このコマンドで -tオプ
ションを使用したときの値は 200秒の
80%、つまり、160秒になります。

テイクオーバー主クラスタ なし なし

テイクオーバー二次クラス
タ

なし なし

複製から見たスイッチオーバーの結果
スイッチオーバーが正常に完了したあと、データ複製レベルで、主ボリュームと二
次ボリュームの役割が切り替わっています。スイッチオーバー前の PVOL_PAIRボ
リュームは SVOL_PAIRボリュームになります。スイッチオーバー前の SVOL_PAIRボ
リュームは PVOL_PAIRボリュームになります。データ複製は、新しい PVOL_PAIRボ
リュームから新しい SVOL_PAIRボリュームに継続されます。

スイッチオーバー操作の一部として、新しい主クラスタでアプリケーションがオン
ラインになることができるかどうかにかかわらず、保護グループの Local-roleプロ
パティーも切り替わります。保護グループの Local roleが Secondaryであったクラ
スタでは、保護グループの Local-roleプロパティーが Primaryになります。保護グ
ループの Local-roleが Primaryであったクラスタでは、保護グループの Local-role

プロパティーが Secondaryになります。

▼ Hitachi TrueCopy保護グループを主クラスタから二
次クラスタにスイッチオーバーする方法
スイッチオーバーを正常に完了するためには、主クラスタと二次クラスタ間のデー
タ複製が有効状態で、かつ、これら 2つのクラスタ上のデータボリュームが同期し
ていなければなりません。

主クラスタから二次クラスタへ保護グループのスイッチオーバーを行うには、次の
条件が満たされている必要があります。

■ 両方のクラスタで Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアが動作している。

始める前に

Hitachi TrueCopyデータ複製を使用するサービスをスイッチオーバーで移行する
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■ 二次クラスタがパートナーシップのメンバーである。
■ 両方のクラスタパートナーが互いに到達可能である。
■ 保護グループが OK状態である。

注意 – Cluster_dgsプロパティーを構成してある場合、このプロパティーに指定され
ているデバイスグループに書き込むことができるのは保護グループに属するアプリ
ケーションだけです。

クラスタノードの 1つにログインします。
この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

スイッチオーバーを開始します。

スイッチオーバーでは、保護グループに属するアプリケーションリソースグループ
の停止と起動が行われます。
# geopg switchover [-f] -m newprimarycluster protectiongroupname

-f ユーザーに確認することなく、強制的にコマンドを実行しま
す

-m newprimarycluster 保護グループの新しい主クラスタにするクラスタの名前を指
定します

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します

主クラスタから二次クラスタへの強制的なスイッチオーバー

この例では、二次クラスタへのスイッチオーバーを実行します。

# geopg switchover -f -m cluster-newyork tcpg

Hitachi TrueCopyデータ複製を使用するシステムでのテイ
クオーバーの強制実行

主ボリュームと二次ボリュームのデータが完全に整合しているかどうかにかかわら
ず二次クラスタ上でアプリケーションをオンラインにする必要がある場合は、テイ
クオーバーを実行します。ここでは、保護グループが起動しているものと仮定しま
す。

テイクオーバーは次の手順で行われます。

1
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■ 元の主クラスタ cluster-parisにアクセスでき、保護グループが通知処理やその
他の理由でロックされていない場合、元の主クラスタでアプリケーションサービ
スがオフラインになります。

どのクラスタが cluster-parisかを確認するために、『Sun Cluster Geographic
Editionのシステム管理』の「Sun Cluster Geographic Editionクラスタ構成の例」を
参照してください。

■ 元の主クラスタ cluster-parisのデータボリュームが、新しい主クラスタ
cluster-newyorkにテイクオーバーされます。

注 –このデータは、元の主クラスタのデータボリュームとは一致していないこと
があります。テイクオーバー後、新しい主クラスタ cluster-newyorkから元の主
クラスタ cluster-parisへのデータ複製が停止されます。

■ 新しい主クラスタ cluster-newyorkで、アプリケーションサービスがオンライン
になります。

テイクオーバーの前後で考えられる主クラスタと二次クラスタの条件についての詳
細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の付録C「テイクオーバー後
の状態」を参照してください。

これ以降の節では、二次クラスタによるテイクオーバーを強制実行するときに行う
必要がある手順について説明します。

テイクオーバーの前に発生する検証
geopg takeoverコマンドを使用してテイクオーバーを開始すると、両方のクラスタ
に対してデータ複製サブシステムがいくつかの検証を実行します。これらの手順
は、元の主クラスタでは、その主クラスタに到達できる場合だけに行われます。元
の主クラスタでの検証が失敗する場合でも、テイクオーバーは実行されます。

まず、複製サブシステムは、Hitachi TrueCopyデバイスグループの全体的なデバイス
グループ状態が有効であるかどうか検査します。続いて、複製サブシステムは、
ターゲットの主クラスタ cluster-newyorkのローカルのデバイスグループ状態が 32
または 52でないことを検査します。これらの値は SVOL_COPY状態に対応しています
(この状態では horctakeoverコマンドは失敗する)。次の表に、テイクオーバーに使
用するHitachi TrueCopyコマンドを示します。
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表 3–2 新しい主クラスタでのHitachi TrueCopyテイクオーバー検証

全体的なデバイスグループ状態
有効なローカルのデバイスグルー
プ状態

cluster-newyorkで実行されるHitachi TrueCopy
テイクオーバーコマンド

SMPL すべて コマンドは実行されません。

通常の主クラスタ すべて コマンドは実行されません。

通常の二次クラスタ 32および 52を除く、すべて
の通常の二次クラスタの状
態

通常の二次クラスタの状態
のリストについては、表 2–1
と表 2–2を参照してくださ
い。

horctakeover -S -g dg [-t]

Hitachi TrueCopyデバイスグループの
fence_levelが asyncのときは、-tオ
プションを指定します。この値は、
保護グループの Timeoutプロパティー
の 80%として計算されます。たとえ
ば、保護グループの Timeoutが 200秒
である場合、このコマンドで -tオプ
ションを使用したときの値は 200秒の
80%、つまり、160秒になります。

テイクオーバー主クラスタ すべて コマンドは実行されません。

テイクオーバー二次クラス
タ

すべて pairsplit -R-g dg pairsplit -S-g dg

複製の観点からのテイクオーバーの結果
複製の観点から見れば、テイクオーバーが成功したあと、テイクオーバー操作の一
部として、新しい主クラスタでアプリケーションがオンラインになることができる
かどうかにかかわらず、保護グループの Local-roleプロパティーは新しい役割を反
映するように変更されます。保護グループの Local roleが Secondaryであった
cluster-newyorkでは、保護グループの Local-roleプロパティーが Primaryになりま
す。保護グループの Local-roleが Primaryであった cluster-parisでは、次のことが
発生する可能性があります。

■ クラスタにアクセスできる場合、保護グループの Local-roleプロパティーが
Secondaryになります。

■ クラスタにアクセスできない場合、保護グループの Local-roleプロパティーは
Primaryのままです。

テイクオーバーが成功した場合、アプリケーションはオンラインになります。別の
geopg startコマンドを実行する必要はありません
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注意 –テイクオーバーが成功したあと、新しい主クラスタ cluster-newyorkと以前の
主クラスタ cluster-parisの間でのデータ複製が停止されます。geopg startコマン
ドを実行する場合、-nオプションを使用して、複製が再開されないようにする必要
があります。

▼ Hitachi TrueCopyサービスを二次クラスタにより即
座に強制テイクオーバーする方法
二次クラスタに主クラスタの処理を引き受けさせるためには、次の条件が満たされ
ている必要があります。

■ クラスタ上で Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアが稼働中である。
■ クラスタがパートナーシップのメンバーである。
■ 二次クラスタ上で保護グループの Configurationの状態が OKである。

二次クラスタ内のノードの 1つにログインします。

この手順を行うには、Geo Management RBAC権利プロファイルがユーザーに割り当
てられている必要があります。RBACの詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアとRBAC」を参照してく
ださい。

テイクオーバーを開始します。
# geopg takeover [-f] protectiongroupname

-f ユーザーに確認することなく、強制的にコマンドを実行しま
す

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します

二次クラスタによる強制テイクオーバー

この例では、二次クラスタ cluster-newyorkによって、tcpgを強制的にテイクオー
バーします。

phys-newyork-1は二次クラスタの第 1ノードです。どのノードが phys-newyork-1か
を確認するには、『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の「Sun Cluster
Geographic Editionクラスタ構成の例」を参照してください。

phys-newyork-1# geopg takeover -f tcpg

始める前に

1

2

例3–2

Hitachi TrueCopyデータ複製を使用するシステムでのテイクオーバーの強制実行

Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向けデータ複製ガイド • 2007年 2月、Revision A72



テイクオーバー後の主クラスタと二次クラスタの状態についての詳細は、『Sun
Cluster Geographic Editionのシステム管理』の付録C「テイクオーバー後の状態」を
参照してください。

Hitachi TrueCopy複製を使用するシステムでのクラスタへ
のサービスの回復

テイクオーバーが正常に完了すると、二次クラスタ (cluster-newyork)が保護グルー
プの主クラスタになり、この二次クラスタ上でサービスがオンラインになります。
元の主クラスタ (cluster-paris)が回復したところで、フェイルバックと呼ばれる処
理を行なって元の主クラスタ上でふたたびサービスをオンラインにすることができ
ます。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、次の 2種類のフェイルバックがサ
ポートされています。

■ フェイルバックスイッチオーバー。フェイルバックスイッチオーバーの場合、ア
プリケーションは、元の主クラスタ cluster-parisのデータが二次クラスタ
cluster-newyorkのデータと再同期されたあとで、元の主クラスタでオンラインに
戻ります。

どのクラスタが cluster-parisと cluster-newyorkかを確認するために、『Sun
Cluster Geographic Editionのシステム管理』の「Sun Cluster Geographic Editionクラ
スタ構成の例」を参照してください。

■ フェイルバックテイクオーバー。フェイルバックテイクオーバーの場合、アプリ
ケーションは、元の主クラスタ cluster-parisでオンラインに戻って、元の主ク
ラスタにある現在のデータを使用します。この場合、現在主クラスタとして機能
している二次クラスタ cluster-newyorkの更新データはすべて破棄されます。

元の主クラスタがふたたび起動されたあとでも、新しい主クラスタ
(cluster-newyork)を主クラスタとし、元の主クラスタ (cluster-paris)を二次クラス
タとして使い続ける場合は、スイッチオーバーやテイクオーバーを実行することな
く、保護グループ構成を再同期させ、再検証します。

▼ 保護グループ構成を再同期および再検証する方法
次の手順に従って、元の主クラスタ (cluster-paris)上のデータを現在の主クラスタ
(cluster-newyork)上のデータと再同期させて、再検証します。

保護グループ構成を再同期させて再構成する前に、cluster-newyork上でテイクオー
バーが行われている場合を例とします。現在のクラスタの役割は次のとおりです。

次の手順

始める前に
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■ 元の主クラスタ cluster-parisが停止していた場合、そのクラスタが起動してい
ること、および、そのクラスタで Sun Cluster Geographic Editionインフラストラク
チャーが有効であることを確認します。クラスタの起動についての詳細は、
『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の「クラスタの起動」を参照し
てください。

■ cluster-newyorkの保護グループの役割は primaryです。
■ cluster-paris上の保護グループには、cluster-newyorkからのテイクオーバー中
に cluster-parisにアクセスできるかどうかによって、primaryの役割または
secondaryの役割のいずれかがあります。

元の主クラスタ cluster-parisを現在の主クラスタ cluster-newyorkと再同期させま
す。

この操作により、cluster-parisの独自の構成は削除され、cluster-newyorkの構成
がローカルに複製されます。パートナーシップ構成と保護グループ構成の両方を再
同期させます。

a. cluster-parisで、パートナーシップを再同期させます。
# geops update partnershipname

partnershipname パートナーシップの名前を指定します

注 –複数の保護グループを再同期させている場合でも、この手順の実行が必要な
のは 1回だけです。

パートナーシップの同期についての詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「パートナーシップの再同期」を参照してください。

b. cluster-parisで、各保護グループを再同期させます。

cluster-newyork上の保護グループの役割は primaryであるため、この手順により
cluster-paris上の保護グループの役割は secondaryになります。
# geopg update protectiongroupname

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します

保護グループの同期についての詳細は、61ページの「Hitachi TrueCopy保護グ
ループの再同期」を参照してください。

cluster-paris上で、個々の保護グループのクラスタ構成を検証します。
# geopg validate protectiongroupname

protectiongroupname 単一の保護グループを識別する一意の名前を指定します

詳細は、36ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを検証する方法」を参照してく
ださい。
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cluster-parisで、各保護グループを有効にします。

cluster-parisの保護グループの役割は secondaryであるため、geopg startコマンド
は cluster-parisでアプリケーションを再起動しません。
# geopg start -e local protectiongroupname

-e local コマンドの範囲を指定します。

範囲を localと指定すると、ローカルクラスタだけがコマン
ドの対象となります。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

注意 –データを現在の主クラスタ (cluster-newyork)から現在の二次クラスタ
(cluster-paris)に同期させる必要があるため、-nオプションは使用しないでくださ
い。

保護グループの役割は secondaryであるため、データの同期化は現在の主クラスタで
ある cluster-newyorkから二次クラスタ cluster-parisへと行われます。

geopg startコマンドの詳細は、55ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを有効
にする方法」を参照してください。

データが完全に同期したことを確認します。

cluster-newyork上の保護グループ上の状態は、 OKにします。
phys-newyork-1# geoadm status

出力の保護グループセクションを参照してください。

cluster-newyorkのHitachi TrueCopyデバイスグループの状態が PVOL_PAIRであり、
cluster-parisのHitachi TrueCopyデバイスグループの状態が SVOL_PAIRであるとき、
保護グループのローカル状態は OKです。

▼ Hitachi TrueCopy複製を使用するシステムでフェイ
ルバックスイッチオーバーを実行する方法
この手順は、元の主クラスタ cluster-parisのデータが現在の主クラスタ
cluster-newyorkのデータと再同期されたあとで、アプリケーションを元の主クラス
タで再起動するときに使用します。

注 –フェイルバック手順は、パートナーシップの関係にあるクラスタにだけ適用され
ます。次の手順をパートナーシップごとに 1回だけ実行する必要があります。
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フェイルバックスイッチオーバーを実行する前に、cluster-newyorkではテイクオー
バーが発生した場合を例にします。クラスタの役割は次のとおりです。

■ 元の主クラスタ cluster-parisが停止していた場合、そのクラスタが起動してい
ること、および、そのクラスタで Sun Cluster Geographic Editionインフラストラク
チャーが有効であることを確認します。クラスタの起動についての詳細は、
『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』の「クラスタの起動」を参照し
てください。

■ cluster-newyorkの保護グループの役割は primaryです。
■ cluster-paris上の保護グループには、cluster-newyorkからのテイクオーバー中
に cluster-parisにアクセスできるかどうかによって、primaryの役割または
secondaryの役割のいずれかがあります。

元の主クラスタ cluster-parisを現在の主クラスタ cluster-newyorkと再同期させま
す。

この操作により、cluster-parisの独自の構成は削除され、cluster-newyorkの構成
がローカルに複製されます。パートナーシップ構成と保護グループ構成の両方を再
同期させます。

a. cluster-parisで、パートナーシップを再同期させます。
phys-paris-1# geops update partnershipname

partnershipname パートナーシップの名前を指定します

注 –パートナーシップ内の複数の保護グループにフェイルバックスイッチオー
バーを実行している場合でも、この手順を実行する必要があるのはパートナー
シップごとに 1回だけです。

パートナーシップの同期についての詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「パートナーシップの再同期」を参照してください。

b. cluster-parisで、各保護グループを再同期させます。

cluster-newyorkの保護グループのローカルな役割は現在 primaryであるため、こ
の手順によって cluster-parisの保護グループの役割が確実に secondaryになりま
す。
phys-paris-1# geopg update protectiongroupname

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します

保護グループの同期についての詳細は、61ページの「Hitachi TrueCopy保護グ
ループの再同期」を参照してください。

始める前に
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cluster-paris上で、個々の保護グループのクラスタ構成を検証します。

保護グループがエラー状態でないことを確認します。エラー状態の場合、保護グ
ループを起動できません。
phys-paris-1# geopg validate protectiongroupname

protectiongroupname 単一の保護グループを識別する一意の名前を指定します

詳細は、36ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを検証する方法」を参照してく
ださい。

cluster-parisで、各保護グループを有効にします。

cluster-parisの保護グループの役割は secondaryであるため、geopg startコマンド
は cluster-parisでアプリケーションを再起動しません。
phys-paris-1# geopg start -e local protectiongroupname

-e local コマンドの範囲を指定します。

範囲を localと指定すると、ローカルクラスタだけがコマン
ドの対象となります。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

注意 –データを現在の主クラスタ (cluster-newyork)から現在の二次クラスタ
(cluster-paris)に同期させる必要があるため、-nオプションは使用しないでくださ
い。

保護グループの役割は secondaryであるため、データの同期化は現在の主クラスタで
ある cluster-newyorkから二次クラスタ cluster-parisへと行われます。

geopg startコマンドの詳細は、55ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを有効
にする方法」を参照してください。

データが完全に同期したことを確認します。

cluster-newyork上の保護グループ上の状態は、 OKにします。
phys-newyork-1# geoadm status

出力の保護グループセクションを参照してください。

cluster-newyorkのHitachi TrueCopyデバイスグループの状態が PVOL_PAIRであり、
cluster-parisのHitachi TrueCopyデバイスグループの状態が SVOL_PAIRであるとき、
保護グループのローカル状態は OKです。

どちらか一方のクラスタで、各保護グループについて cluster-newyorkから
cluster-parisへのスイッチオーバーを実行します。
# geopg switchover [-f] -m clusterparis protectiongroupname
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詳細は、68ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを主クラスタから二次クラスタ
にスイッチオーバーする方法」を参照してください。

cluster-parisは、元の役割である、保護グループの主クラスタに戻ります。

スイッチオーバーが正しく実行されたことを確認します。

保護グループが現在 cluster-parisで primary、cluster-newyorkで secondaryに
なっており、データ複製およびリソースグループが両方のクラスタで OKになってい
ることを確認します。
# geoadm status

各Hitachi TrueCopy保護グループのアプリケーションリソースグループとデータ複製
の実行時ステータスを確認します。

# scstat -g

検査するデータ複製デバイスグループの Statusフィールドと Status Messageフィー
ルドを参照してください。これらのフィールドについては、表 2–1を参照してくだ
さい。

データ複製の実行時ステータスについての詳細は、62ページの「Hitachi TrueCopy
データ複製の実行時状態の検査」を参照してください。

▼ Hitachi TrueCopy複製を使用するシステムでフェイ
ルバックテイクオーバーを実行する方法
元の主クラスタ cluster-paris上でアプリケーションを再起動し、元の主クラスタ上
の現在のデータを使用するには、次の手順を実行します。この場合、現在主クラス
タとして機能している二次クラスタ cluster-newyorkの更新データはすべて破棄され
ます。

フェイルバック手順は、パートナーシップの関係にあるクラスタにだけ適用されま
す。次の手順をパートナーシップごとに 1回だけ実行する必要があります。

注 –条件付きですが、元の主クラスタ cluster-parisのデータは引き続き使用できま
す。cluster-newyorkでのテイクオーバー操作のあとは、どのような時点でも、新し
い主クラスタ cluster-newyorkから元の主クラスタ cluster-parisにデータを複製し
ていてはいけません。新しい主クラスタと元の主クラスタの間でデータの複製を行
わないようにするために、geopg startコマンドを実行するときには常に、-nオプ
ションを使用してください。

クラスタが次の役割を持つことを確認します。

6

始める前に
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■ cluster-newyorkの保護グループの役割は primaryです。
■ cluster-parisの保護グループの役割は、テイクオーバー中にその保護グループ
に到達できるかどうかによって、primaryまたは secondaryのどちらかです。

元の主クラスタ cluster-parisを元の二次クラスタ cluster-newyorkと再同期させま
す。

この操作により、cluster-parisの独自の構成は削除され、cluster-newyorkの構成
がローカルに複製されます。

a. cluster-parisで、パートナーシップを再同期させます。
phys-paris-1# geops update partnershipname

partnershipname パートナーシップの名前を指定します

注 –パートナーシップ内の複数の保護グループにフェイルバックテイクオーバー
を実行している場合でも、この手順を実行する必要があるのはパートナーシップ
ごとに 1回だけです。

パートナーシップの同期についての詳細は、『Sun Cluster Geographic Editionのシ
ステム管理』の「パートナーシップの再同期」を参照してください。

b. Hitachi TrueCopyデバイスグループ devgroup1を SMPL状態にします。
pairsplitコマンドを使用して、cluster-parisと cluster-newyorkの両方のクラ
スタの保護グループにあるHitachi TrueCopyデバイスグループを SMPL状態にし
ます。使用する pairsplitコマンドは、Hitachi TrueCopyデバイスグループのペア
の状態によって変わります。次の表に、いくつかの典型的なペアの状態ごとに、
cluster-parisで使用する必要があるコマンドの例を示します。

cluster-parisでのペアの状態 cluster-newyorkでのペアの状態
cluster-parisで使用される pairsplitコマ
ンド

PSUSまたは PSUE SSWS pairsplit -R -g dgname

pairsplit -S -g dgname

SSUS PSUS pairsplit -S -g dgname

pairsplitコマンドについての詳細は、『Sun StorEdge SE 9900 V Series Command
and Control Interface User and Reference Guide』を参照してください。

このコマンドが成功した場合、pairdisplayコマンドの出力に devgroup1の状態が
次のように表示されます。

phys-paris-1# pairdisplay -g devgroup1

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#,P/S,Status,Fence,Seq#,P-LDEV# M

1
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devgroup1 pair1(L) (CL1-A , 0, 1) 12345 1..SMPL ---- ----,----- ---- -

devgroup1 pair1(R) (CL1-C , 0, 20)54321 609..SMPL ---- ----,----- ---- -

devgroup1 pair2(L) (CL1-A , 0, 2) 12345 2..SMPL ---- ----,----- ---- -

devgroup1 pair2(R) (CL1-C , 0,21) 54321 610..SMPL ---- ----,----- ---- -

c. cluster-parisで、各保護グループを再同期させます。
phys-paris-1# geopg update protectiongroupname

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します

保護グループの再同期についての詳細は、61ページの「保護グループを再同期さ
せる方法」を参照してください。

cluster-paris上で、個々の保護グループの構成を検証します。

保護グループがエラー状態でないことを確認します。エラー状態の場合、保護グ
ループを起動できません。
phys-paris-1# geopg validate protectiongroupname

protectiongroupname 単一の保護グループを識別する一意の名前を指定します

詳細は、36ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを検証する方法」を参照してく
ださい。

cluster-paris上で、データ複製を行わずに、二次クラスタの役割が割り当てられて
いる各保護グループを有効にします。

cluster-parisの保護グループの役割は secondaryであるため、geopg startコマンド
は cluster-parisでアプリケーションを再起動しません。
phys-paris-1# geopg start -e local -n protectiongroupname

-e local コマンドの範囲を指定します

。

範囲を localと指定すると、ローカルクラスタだけがコマン
ドの対象となります。

-n 保護グループを有効にしたときにデータ複製を開始しないよ
うにします。

注 – -nオプションを指定する必要があります。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

詳細は、55ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを有効にする方法」を参照して
ください。

2
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-nオプションが cluster-parisで使用されているため、cluster-newyorkから
cluster-parisへの複製は開始されません。

cluster-paris上で、各保護グループのテイクオーバーを開始します。
phys-paris-1# geopg takeover [-f] protectiongroupname

-f ユーザーに確認することなく、強制的にコマンドを実行しま
す

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します

geopg takeoverコマンドの詳細は、72ページの「Hitachi TrueCopyサービスを二次ク
ラスタにより即座に強制テイクオーバーする方法」を参照してください。

この時点で、cluster-parisの保護グループの役割は primaryであり、
cluster-newyorkの保護グループの役割は secondaryです。アプリケーションサービ
スは現在、cluster-parisでオンラインです。

cluster-newyorkで、各保護グループを有効にします。

手順 4の終わりで、cluster-newyorkの保護グループのローカル状態は Offlineで
す。保護グループのローカル状態の監視を開始するには、cluster-newyorkの保護グ
ループを有効にする必要があります。

cluster-newyork上の保護グループには secondaryの役割が割り当てられているの
で、geopg startコマンドを実行しても、アプリケーションは cluster-newyork上で
は再起動しません。
phys-newyork-1# geopg start -e local [-n] protectiongroupname

-e local コマンドの範囲を指定します。

範囲を localと指定すると、ローカルクラスタだけがコマン
ドの対象となります。

-n 保護グループを有効にしたときにデータ複製を開始しないよ
うにします。

このオプションを省略した場合、データ複製サブシステムは
保護グループと同時に起動されます。

protectiongroupname 保護グループの名前を指定します。

geopg startコマンドの詳細は、55ページの「Hitachi TrueCopy保護グループを有効
にする方法」を参照してください。
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テイクオーバーが正しく実行されたことを確認します。

保護グループが現在 cluster-parisで primary、cluster-newyorkで secondaryに
なっており、「データ複製」および「リソースグループ」が両方のクラスタで OKに
なっていることを確認します。
# geoadm status

各Hitachi TrueCopy保護グループのアプリケーションリソースグループとデータ複製
の実行時ステータスを確認します。

# scstat -g

検査するデータ複製デバイスグループの Statusフィールドと Status Messageフィー
ルドを参照してください。これらのフィールドの詳細は、表 2–1を参照してくださ
い。

データ複製の実行時ステータスについての詳細は、62ページの「Hitachi TrueCopy
データ複製の実行時状態の検査」を参照してください。

Hitachi TrueCopy複製を使用するシステムでのスイッチ
オーバー障害からの回復

geopg switchoverコマンドを実行すると、 horctakeoverコマンドが Hitachi TrueCopy
データ複製レベルで実行されます。horctakeoverコマンドが値 1を返した場合、ス
イッチオーバーは成功です。

Hitachi TrueCopyの用語では、スイッチオーバーのことを「スワップテイクオー
バー」と呼びます。horctakeoverコマンドは、スワップテイクオーバーを実行でき
ない場合があります。このような場合は、1以外の値が返されます (スイッチオー
バー障害を示す)。

注 –障害が発生した場合、通常、horctakeoverコマンドは値 5を返します
(SVOL-SSUS-takeoverを示す)。

horctakeoverコマンドがスワップテイクオーバーの実行に失敗する理由の 1つに、
データ複製リンク ESCON/FCが停止していることがあります。

スワップテイクオーバー以外の結果は、二次ボリュームが主ボリュームと完全には
同期していない可能性があることを示します。スイッチオーバー障害のケースの場
合、Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは新しい主クラスタになる予定のク
ラスタではアプリケーションを起動しません。

6
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この節の残りの部分では、スイッチオーバー障害につながる初期条件を示して、ス
イッチオーバー障害から回復する方法について説明します。

スイッチオーバー障害が起こる条件
この節では、スイッチオーバー障害が発生するケースを示します。このケースで
は、cluster-parisが元の主クラスタであり、cluster-newyorkが元の二次クラスタ
です。

次のようにスイッチオーバーを実行すると、cluster-parisから cluster-newyorkに
サービスが切り替わります。

phys-newyork-1# geopg switchover -f -m cluster-newyork tcpg

geopg switchoverコマンドの処理中、horctakeoverコマンドは SVOL-SSUS-takeover
を実行して、Hitachi TrueCopyデバイスグループ devgroup1に対して値 5を返しま
す。結果として、geopg switchoverコマンドは次のような障害メッセージを返しま
す。

Processing operation.... this may take a while ....

"Switchover" failed for the following reason:

Switchover failed for Truecopy DG devgroup1

この障害メッセージが発行されたあと、2つのクラスタは次のような状態になりま
す。

cluster-paris:

tcpg role: Secondary

cluster-newyork:

tcpg role: Secondary

phys-newyork-1# pairdisplay -g devgroup1 -fc

Group PairVol(L/R) (Port#,TID,LU),Seq#,LDEV#.P/S, Status,Fence,%, P-LDEV# M

devgroup1 pair1(L) (CL1-C , 0, 20)12345 609..S-VOL SSWS ASYNC,100 1 -

devgroup1 pair1(R) (CL1-A , 0, 1) 54321 1..P-VOL PSUS ASYNC,100 609 -

スイッチオーバー障害からの回復
この節では、前の節で説明した障害シナリオから回復するための手順について説明
します。これらの手順は、該当するクラスタでアプリケーションをオンラインにし
ます。

1. Hitachi TrueCopyデバイスグループ devgroup1を SMPL状態にします。
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pairsplitコマンドを使用して、cluster-parisと cluster-newyorkの両方のクラ
スタの保護グループにあるデバイスグループを SMPL状態にします。前節で示し
たペア状態の場合、次の pairsplitコマンドを実行します。

phys-newyork-1# pairsplit -R -g devgroup1

phys-newyork-1# pairsplit -S -g devgroup1

2. 保護グループのクラスタの 1つを Primaryに指定します。

元の主クラスタでアプリケーションを起動する予定がある場合は、保護グループ
の元の主クラスタ cluster-parisを Primaryに指定します。アプリケーションは、
元の主クラスタで現在のデータを使用します。

元の二次クラスタでアプリケーションを起動する予定がある場合は、保護グルー
プの元の二次クラスタ cluster-newyorkを Primaryに指定します。アプリケー
ションは、元の二次クラスタで現在のデータを使用します。

注意 – horctakeoverコマンドはスワップテイクオーバーを実行していないため、
cluster-newyorkのデータボリュームは cluster-parisのデータボリュームと同期
していない可能性があります。元の主クラスタにあるのと同じデータを使用して
アプリケーションを起動する予定の場合は、元の二次クラスタを Primaryにしな
いでください。

▼ Hitachi TrueCopy保護グループの元の主クラスタを
Primaryにする方法

元の主クラスタで保護グループを無効にします。
phys-paris-1# geopg stop -e Local tcpg

保護グループの構成を再同期させます。

このコマンドは、cluster-parisの保護グループ構成を、cluster-newyorkの保護グ
ループ構成情報と一致するように更新します。
phys-paris-1# geopg update tcpg

geopg updateコマンドが正常に完了したあと、各クラスタで保護グループ tcpgの役
割は次のようになります。

cluster-paris:

tcpg role: Primary

cluster-newyork:

tcpg role: secondary

1
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パートナーシップの両方のクラスタで保護グループを有効にします。
phys-paris-1# geopg start -e Global tcpg

このコマンドは、cluster-parisでアプリケーションを起動します。cluster-paris

から cluster-newyorkへのデータ複製が開始されます。

▼ Hitachi TrueCopy保護グループの元の二次クラスタ
をPrimaryにする方法

保護グループの構成を再同期させます。

このコマンドは、cluster-newyorkの保護グループ構成を、cluster-parisの保護グ
ループ構成情報と一致するように更新します。
phys-newyork-1# geopg update tcpg

geopg updateコマンドが正常に完了したあと、各クラスタで保護グループ tcpgの役
割は次のようになります。

cluster-paris:

tcpg role: Secondary

cluster-newyork:

tcpg role: Primary

パートナーシップの両方のクラスタで保護グループを有効にします。
phys-newyork-1# geopg start -e Global tcpg

このコマンドは、cluster-newyorkでアプリケーションを起動します。
cluster-newyorkから cluster-parisへのデータ複製が開始されます。

注意 –このコマンドは、cluster-paris上のデータを上書きします。

Hitachi TrueCopyデータ複製エラーからの回復
データ複製レベルでエラーが発生した場合、関連するデバイスグループの複製リ
ソースグループ内のリソースの状態に、そのエラーが反映されます。

3
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データ複製エラーを検出する方法
Resource statusのさまざまな値を実際の複製ペアの状態に対応付ける方法について
は、表 2–6を参照してください。

複製リソースの状態は、scstat -gコマンドを次のように使用すると検査できます。

phys-paris-1# scstat -g

scstat -gコマンドを実行すると、次のようなメッセージが返ることがあります。

...

--Resources --

Resource Name Node Name State Status Message

------------- --------- ----- --------------

Resource: r-tc-tcpg1-devgroup1 phys-paris-2 Offline Offline

Resource: r-tc-tcpg1-devgroup1 phys-paris-1 Online Faulted - P-VOL:PSUE

Resource: hasp4nfs phys-paris-1 Offline Offline

Resource: hasp4nfs phys-paris-2 Offline Offline

...

保護グループに含まれるすべてのデバイスグループの全体的なリソース状態を表示
するには、geoadm statusコマンドを使用します。たとえば、先の例における scstat

-gコマンドの出力は、Hitachi TrueCopyデバイスグループ devgroup1が cluster-paris

で PSUE状態であることを示しています。表 2–6は、 PSUE状態がリソース状態 FAULTED

に対応することを示しています。したがって、保護グループのデータ複製状態も
FAULTEDです。この状態は、geoadm statusコマンドの出力に反映され、保護グルー
プの状態が Errorとして表示されます。

phys-paris-1# geoadm status

Cluster: cluster-paris

Partnership "paris-newyork-ps" : OK

Partner clusters : cluster-newyork

Synchronization : OK

ICRM Connection : OK

Heartbeat "paris-to-newyork" monitoring "cluster-newyork": OK

Heartbeat plug-in "ping_plugin" : Inactive

Heartbeat plug-in "tcp_udp_plugin" : OK

Protection group "tcpg" : Error

Partnership : paris-newyork-ps
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Synchronization : OK

Cluster cluster-paris : Error

Role : Primary

PG activation state : Activated

Configuration : OK

Data replication : Error

Resource groups : OK

Cluster cluster-newyork : Error

Role : Secondary

PG activation state : Activated

Configuration : OK

Data replication : Error

Resource groups : OK

Pending Operations

Protection Group : "tcpg"

Operations : start

▼ Hitachi TrueCopyデータ複製エラーから回復する方
法
エラー状態から回復するには、次の手順の一部または全部を実行することをお勧め
します。

Hitachi TrueCopyのマニュアルに記載されている手順に従って、FAULTED状態になった
原因を調べます。この状態は PSUEとして示されます。

Hitachi TrueCopyの所定の手順に従って、障害状態から回復します。
回復手順によってデバイスグループの状態が変化した場合、この状態は自動的にリ
ソースによって検出され、新しい保護グループの状態として報告されます。

保護グループ構成を検証し直します。
phys-paris-1# geopg validate protectiongroupname

protectiongroupname Hitachi TrueCopy保護グループの名前を指定します

保護グループ構成の状態を確認します。
phys-paris-1# geopg list protectiongroupname

protectiongroupname Hitachi TrueCopy保護グループの名前を指定します

1
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保護グループの実行時状態を確認します。
phys-paris-1# geoadm status

5
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Sun Cluster Geographic Edition Properties for
Hitachi TrueCopy

この付録では Sun Cluster Geographic Editionデータ複製デバイスグループのプロパ
ティーについて説明します。

この付録は、次の節で構成されます。

■ 89ページの「Hitachi TrueCopyのプロパティー」
■ 90ページの「変更してはならないHitachi TrueCopyプロパティー」

注 – Trueや Falseなどのプロパティー値は、大文字と小文字は区別されません。

Hitachi TrueCopyのプロパティー
次の表は、Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアで定義されている、Hitachi
TrueCopyのプロパティーについて説明しています。

表 A–1 Hitachi TrueCopyのプロパティー

プロパティー 説明

データ複製プロパティー:
Cluster_dgs (文字列配列)

データが書き込まれるデバイスグループをリスト形式で指定しま
す。リストはコンマで区切ります。これらのデバイスグループに
対する書き込みは、保護グループに属しているアプリケーション
だけに限定するべきです。

チューニングの推奨事項:このプロパティーをチューイングでき
るのは、保護グループがオフラインである場合だけです。

カテゴリ:任意

デフォルト:なし

A付 録 A

89



表 A–1 Hitachi TrueCopyのプロパティー (続き)
プロパティー 説明

データ複製プロパティー:
Nodelist (文字配列)

複製メカニズムの主クラスタになることができるマシンのホスト
名をリスト形式で指定します。このリストはコンマで区切りま
す。

チューニングの推奨事項:このプロパティーは任意の時点で調整
できます。

カテゴリ:任意

デフォルト:クラスタ内のすべてのノード

デバイスグループプロパ
ティー: Fence_level (列挙型)

デバイスグループにより使用されるフェンスレベルを定義しま
す。フェンスレベルにより、そのデバイスグループの主ボリュー
ムと二次ボリューム間の整合性のレベルが決定されます。指定で
きる値は Neverと Asyncです。dataまたは statusフェンスレベル
を使用する場合は、ご購入先に問い合わせてください。

注 – neverの Fence_levelを指定すると、テイクオーバーを実行し
たあと、データ複製ロールが変更されません。

このプロパティーを設定する方法の詳細は、42ページ
の「Hitachi TrueCopy保護グループにデータ複製デバイスグルー
プを追加する方法」を参照してください。

チューニングの推奨事項:このプロパティーをチューニングでき
るのは、保護グループがオフラインである場合だけです。

カテゴリ:必須

デフォルト:なし

変更してはならないHitachi TrueCopyプロパティー
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、 SUNWscgreptcリソースタイプの一部
のプロパティーを内部的に変更します。このため、これらのプロパティーを手動で
変更してはいけません。

Hitachi TrueCopyの場合、次のプロパティーは編集しないでください。

■ Dev_group –複製されるボリュームを含むHitachi TrueCopyデバイスグループを指
定します。

■ Replication_role –ローカルデータ複製の役割を定義します。

変更してはならないHitachi TrueCopyプロパティー
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データ複製, 11-22, 23-64
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コマンド
複製の開始に使用する, 53-55
複製の停止に使用する, 58

さ
サービスの移行, 65-88
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主として復元, 84-85
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検出, 65-66
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